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東 京 大 学 地 震 研 究 所 玉 π 究 集 会 「 活 1 折 層 研 究 の 将 来 を さ ぐ る 」 , 東 京 , 1 9 9 6 年 1 2
月
海 野 , 徳 仁 , 矢 剤 張 北 男 , 山 本 明 , 松 澤 暢 , 長 谷 川 那 1 , 吉 田 武 義 , 1 9 9 6 仟
8 月 1 1 日 耿 田 . 宮 城 県 . 境 村 近 の 地 震 に つ い て ( そ の 2 ) 、 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 連
学 会 1 9 9 7 年 合 同 大 会 , 名 古 屋 市 , 1 9 9 7 年 3 月
岡 田 知 己 , 海 唖 新 点 仁 , 杉 X 畢 暢 , 中 村 綾 ・ f , 長 谷 川 昭 , 1 9 9 6 年 8 月 秋 田
L コ
城 県 境 付 近 の 地 震 の 震 源 過 程 に つ い て 、 地 球 惑 星 . 科 学 関 連 学 会 1 9 9 7 年 合 同 大
会 , 字 , 古 屋 市 、  1 9 9 7 年 3 月
堀 内 茂 木 , 海 里 H 恵 仁 , 岡 仟 " 、 Π 己 , 日 蛎 ぢ 乏 太 , 中 付 綾 f , 小 野 寺 充 、 橋 本 恵 一 ,
堀 修 一 郎 , 河 野 俊 夫 . 仁 田 交 市 , 長 谷 川 昭 , 小 菅 正 裕 , 長 谷 見 晶 子 , 伊 東
明 彦 , 小 原 一 成 , 1 9 9 6 年 秋 田 . 宮 城 県 境 付 近 の 地 震 の 震 源 域 周 辺 に お け る 高
密 度 臨 時 地 震 誕 見 測 , 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 7 年 合 1 司 大 会 , 名 古 屋 市 , 1 9 9 7
年 3 月
堀 内 茂 木 , 小 野 寺 充 , 長 谷 川 昭 , 1 9 9 6 年 耿 田 . 宮 城 県 境 付 近 の 地 震 震 源 域
周 辺 の 速 度 . 減 衰 稱 造 に つ い て , 地 球 惑 星 ' 科 学 関 述 学 会 1 9 9 7 年 合 同 大 会 . 名
古 屋 市 . 1 9 9 7 年 3 月
巾 村 綾 子 , 岡 田 知 己 , 堀 内 茂 木 , 海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 ,  P 波 初 動 と 振 1 馬 比
を 用 い て 決 め た メ カ ニ ズ ム 解 一 秋 田 / 宮 城 県 境 付 近 の 得 b 卜 地 震 へ の 適 用 一 ,
地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 1 9 9 7 年 合 同 大 会 , 名 古 屋 市 . 1 9 辨 年 3 月
日 野 亮 太 , 伊 藤 忍 、 五 十 嵐 俊 博 , 櫓 井 喬 成 実 . 青 柳 恭 平 , 吉 沢 隆 史 、 篠 原 雅 尚 ,
長 谷 川 昭 , 末 広 潔 . 五 十 嵐 千 秋 , 海 底 地 震 観 測 に よ る 福 島 沖 プ レ ー 村 尭













































M .  K o s u g a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  c r u s t a l  s t r e s s  F i e l d  i n  N o r t h e a s t  J a p a n  l n f e n ' e d
F m m  s p a t i a l  D i s t r i b u t i o n  o f  F o c a l  M e c h a n s m s , 2 9 t h  l A S P E I  G e n e r a l  A s s e m b l y
G r e e c e ,  T h e s s a l o n i l d , 1 9 9 7 . 8 .
S . 1 t o ,  R .  H i n o ,  S .  H o r i u c h i ,  A .  H a s e g 且 工 V a ,  S .  s h i o b a r a ,  H .  s h i m a m u r a ,  A .  H a s e m i ,
M .  s h i n o h a r a ,  T  s a t o , 1 . 1 W a s a k i ,  T .  K a n a z a w a  a n d  J .  K a s a h a r a ,  s e i s m i c  v e l o c i t y
S t r u c t u r e  N e a r  t h e  c o n v a ' g e n t  p l a t e  B o u n d a r y  0 丘  N o r t h ・ E a s t e r n  J a p a n , 2 9 t h
I A S P E I  G e n e r a l  A s s e m b l y  G r e e c e ,  T h e s s a l o n i k i , 1 9 9 7 . 8
A .  H a s e g a w a ,  S .  H o r i u c h i  a n d  N .  u m i n o ,  s h a Ⅱ O w  s e i s m i c i t y  w i t h i n  t h e
O v e r r i d i n g  p l a t e  i n  t h e  N o r t h e a s t e r n  J a p a n  s u b d u c t u i n  z o n e , 2 9 t h  l A S P E I
G e n e r a l  A s s e m b l y  G r e e c e ,  T h e s s a ] o n i k i , 1 9 9 7 . 8
河 明 ・ 俊 夫 ・ 堀 内 茂 木 ・ 海 野 従 H 二 ・ 長 谷 川 昭 ・ 松 本 聡 , 1 9 6 2 年 宮 城 県 北 部
地 震 ( M 6 . 5 ) 震 源 域 に お け る 微 小 地 震 活 動 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大
会 、 弘 前 、  1 9 9 7 年 9 月
岡 田 知 己 ・ 海 晶 N 恵 仁 ・ 長 谷 川 昭 ・ 西 出 則 武 , 1 9 9 6 年 8 月 秋 田 ・ 宮 城 県 境 付
近 の 震 源 過 程 に つ い て , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 午 度 秋 季 大 会 , 弘 前 , 1 9 9 7 年 9  打
堀 修 一 郎 ・ 海 野 徳 仁 ・ 堀 内 茂 オ > 長 谷 川 昭 , 1 9 9 6 年 鬼 首 地 震 ( M 5 ' 9 , 5 . フ )
震 源 域 直 下 の S 波 反 射 面 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大 会 、 引 、 前 , 1 9 9 7 年
9 月
海 . 野 徳 仁 ・ 矢 部 康 男 ・ 長 谷 川 昭 , 1 9 9 6 年 鬼 首 地 震 の 震 源 域 に お け る ■  C F F
に よ る 地 旋 活 動 の 変 化 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大 会 、 弘 前 , 1 9 9 7 年 9 月
堀 内 茂 木 ・ 長 谷 川 昭 ・ 趙 大 畷 , ク ー ロ ン の 破 壊 基 準 を 考 慮 し た 応 カ テ ン
ソ ル イ ン バ ー ジ ョ ン , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大 会 , 引 f 前 , 1 9 9 7 年 9 月
五 十 嵐 俊 補 , ・ 松 澤 暢 ・ 堀 内 茂 木 ・ 日 野 亮 太 ・ 長 谷 川 昭 , マ ス タ ー ソ リ ュ ー
ジ ョ ン 法 に よ る 三 陸 沖 で 発 生 す る 地 震 の 震 源 メ カ ニ ズ ム 解 の 推 定 . 日 本 地 震
学 会 1 9 9 7 年 度 秋 季 大 会 , 弘 前 , 1 9 9 7 年 9 月
伊 藤 港 J 、 ・ 小 野 寺 充 ・ 仁 田 交 市 一 河 野 俊 夫 ・ 橋 本 恵 一 ・ 日 野 亮 太 ・ " _ 1 本
明 ・ 堀 内 茂 木 , 長 谷 川 昭 ・ 那 須 野 淳 ・ 長 谷 見 晶 子 ■ 禦 原 雅 尚 ・ 坂 守
ー ノ 瀬 洋 一 郎 ・ 岩 崎 貴 哉 ・ 佐 藤 利 典 . ・ 笠 原 順 三 ・ 金 沢 敏 彦 , 海 上 爆 破 一 陸 上
小 ス パ ン ア レ イ 観 測 に よ る 三 陸 沖 の 地 殻 深 部 構 造 の 推 定 , 日 本 地 震 学 会 1 9 9 7


















157. A. Hasegawa, T okada and A. Yamamoto, Deep, LOW・Frequency Microearthquakes























佐 藤 比 呂 志 ・ 平 田 仙 シ 岩 崎 1 1 哉 , 火 口 健 志 ・ 伊 藤 谷 生 ・ 海 野 市 謝 三 ・ 長 谷 川
昭 ・ 火 槻 戀 四 郎 ・ 油 水 信 之 ・ 井 川 猛 , 奥 羽 脊 梁 山 地 四 部 の 深 部 地 殻 構 造 探
査 , 1 9 9 8 年 地 球 惑 皐 科 学 関 述 学 会 介 同 火 会 . 東 京 , 1 9 9 8 年 5 月
岡 1 Ⅱ 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , 魯 1 成 県 鬼 首 地 域 に お け る  S 波 偏 陶 異 方 性 、  1 9 9 8 年 . 地
球 惑 星 科 学 関 述 学 会 合 岡 大 会 , 東 京 、  1 9 9 8 年 5 河
仂 藤 博 樹
健 一 ・ 長 谷 川 昭 ・ 松 本 聡 , 速 度 構 造 と 削 q 流 量 価 か ら 求 め
た 地 殻 の 3  次 元 洲 度 分 布 . 1 9 9 8 年 地 球 惑 星 科 学 剛 述 学 会 介 同 火 会 , 東 京 ,
1 9 9 8 イ 1 1 5  ナ 1
伊 藤 喜 宏 ・ 伊 東 明 彦 ・ 長 谷 川 昭 ・ 笠 原 稔 , 短 周 期 地 震 計 を 用 い た 波 形 イ ン
バ ー ジ ョ ン に よ る メ カ ニ ズ ム 解 . 1 9 9 8 年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 岡 大 会 , 束
京 . 1 9 9 8 午  5  1 」
室 健 一 ・ 佐 藤 博 樹 ・ 長 谷 川 昭 . 地 殻 と 上 都 マ ン ト ル に お け る マ グ マ の 3
次 元 分 布 , 1 9 9 8 年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 介 河 大 会 , 東 京 , 1 9 9 8 年 5 月
趙 大 訓 g ・ 長 谷 川 昭 , 地 震 波 ト モ グ ラ フ ィ ー か ら 見 た 内 陸 浅 発 地 震 の 分 布
と 発 生 お 財 輯 , 1 9 9 8 年 ・ 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 介 同 大 会 , 東 京 , 1 9 9 8 年 5 ナ 」
平 田 値 ・ 河 野 紬 1 二 ・ 長 谷 川 昭 ・ 佐 藤 比 呂 志 ' 岩 峪 貴 哉 ・ 勝 俣 啓 ・ 伊 膿
谷 生 , 東 北 拠 羽 脊 梁 山 地 で の 制 御 ・ 肖 然 地 震 観 測 に よ る 地 殻 桃 造 探 査 、  1 9 9 8
年 地 球 惑 星 科 学 鬨 連 学 会 介 同 大 会 . 東 京 , 1 9 9 8 年 5 月
縄 矧 知 己 ・ 山 本 明 ・ 河 蠣 イ 麦 夫 ・ 橋 本 恵 一 ・ 長 谷 川 昭 , 東 北 地 方 脊 梁 山 地
の モ ホ 而 近 傍 に ぢ 剖 卞 す る 低 周 波 微 d 寸 也 震 に つ い て . 1 9 9 8 午 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 連
学 会 合 同 大 会 . 東 京 . 1 9 9 8 年 5 月
五 十 嵐 俊 博 ・ 杉 X 畢 暢 一 海 野 徳 仁 ・ 長 谷 川 畷 十  M a x w y s s , 東 北 日 本 下 に 沈
み 込 む 太 平 洋 プ レ ー ト 内 部 に お け る 地 震 の 活 動 度 ・ ヲ 勘 要 機 構 解 の 時 空 閥 変
化 , 東 京 大 学 地 震 研 究 所 シ ン ポ ジ ウ ム 「 地 殻 活 動 ヲ シ 測 の た め の 数 価 シ ミ ュ
レ ー シ ョ ン 」 , 東 京 , 1 9 9 8 年 5  上 }
伊 東 明 彦 ・ 伊 藤 喜 宏 ・ 長 谷 川 昭 ・ 翌 原 稔 , 微 小 地 震 の 商 粘 度 震 源 分 布 と
発 震 機 構 、  1 9 9 8 年 地 球 惑 星 利 ・ 学 関 連 学 会 合 舸 火 会 、 東 京 、  1 9 9 8 年 5  河
松 澤 暢 ・ 日 野 亮 太 一 海 野 1 劇 二 ・ 長 谷 川 昭 ・ 金 沢 敏 彦 ・ 酒 J 卞 慎 一 、  1 9 9 8 年
5 月 3 1 日 に 三 陸 沖 に 発 生 し た M 6 . 3 の 地 震 ( 1 ) 余 震 の 震 度 分 布 , Π 本 地 震






































N. umino, T . Matsuzawa, A. Nakamura, M. onodera, A. Hasegawa and l
Yoshida,19960nikobe, Northeasta'n Japan, Earthquake sequence and its














A .  H a s e g a w a ,  D .  z h a o ,  A .  Y a m a m o t o ,  M .  o n o d e r a ,  S .  H o r i u c h i ,  N .  u m i n o ,  a n d  A .
N a k a m u r a ,  s e i s m i c  t o m o g r a p h y  p r o v e d e s  i n f o T m a t i o n  o n  t h e  a r e a l  e x t e n t  o f
e a r t h q U 2 k e  f a u l t s ,  A G U  1 9 9 8  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  c a l i f o r n i a , 1 9 9 8
1 2
1 8 7
A .  N a k a m u r a ,  S .  H o r i u c h i ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  T h e  s t a t e  o f  s t r e s s  i n  t h e  f o c a l
t e g i o n  o f  1 9 9 6 0 n i k o b e  e a r t h q u a k e  b y  a n  i n v e r s i o n  o f  b o d y  w a v e  a m p l i t u d e s  a n d
P  w a v e  p o ] a r l t y  d a t a ,  A m e t i c a n  G e o p h y s i c a 】  u n i o n  1 9 9 8  f a Ⅱ  m e e t i n g ,  U S A ,  s a n
F r a n c i s c o , 1 9 9 8 . 1 2
海 舉 N 恵 仁 ・ 洲 修 一 郎 ・ 岡 田 知 己 ・ 河 野 ・ 俊 火 ・ 仁 田 交 市 ・ 中 村 ' 綾 子 一 浅 野
陽 一 ・ 杉 薪 單 暢 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 菅 正 裕 ・ 長 谷 見 品 子 ・ 伊 東 明 彦 、  1 9 9 6 年 8
打 1 1 日 宮 城 県 鬼 首 地 於 ( M 5 . 9 ,  M 5 . フ ) 震 鴻 け 或 画 、 ト 1 こ 分 布 す る  S  波 反 射 ' 面 ,
地 震 研 究 所 研 究 集 会 「 東 北 日 本 ト ラ ン セ ク ト ー 最 新 成 果 か ら み た 島 弧 変 形 と
地 殻 枇 造 一 」 , 東 京 , 1 9 9 9 年 3 月
中 村 綾 丁 ' ・ 長 谷 川 昭 ・ 平 Ⅲ 直 ・ 岩 峪 貴 哉 ・ 浜 円 博 之 , 1 9 9 8 年 9 月 3 日 雫
冶 の 地 震 ( M 6 . 1 ) 前 後 の 地 震 波 速 度 変 化 検 出 の 試 み , 東 北 日 本 弧 ト ラ ン セ
ク ト , 地 旋 研 究 所 研 究 集 会 「 東 北 日 本 ト ラ ン セ ク ト 、 最 新 成 果 か ら み た 島 弧
変 形 と 地 売 財 " 造 ・ 」 , 東 京 , 1 9 9 9 年 3 月
河 . 野 徳 仟 二 ・ 岡 田 知 己  1 太 翌 暢 ・ 堀 修 一 郎 ・ 河 野 ・ 俊 夫 ・ 仁 f ・ H 交 市 ・ 長 谷 川
昭 ・ 西 出 則 武 , 長 町 ' 利 府 断 塀 の 最 深 部 で 発 生 し た 1 9 9 8 年 9 月 1 5 Π の 地 震
( M 5 . 0 ) に つ い て , 地 震 研 究 所 研 究 集 会 「 東 北 日 木 ト ラ ン セ ク ト 、 最 新 成 果
か ら み た 島 弧 変 形 と 地 殻 構 造 ・ 」 , 東 京 , 1 9 9 9 年 3  珂
河 野 俊 火 ・ 海 野 徳 仁 ・ 「 尚 田 知 己 ・ 松 澤 暢 ・ 伊 藤 喜 宏 ・ 中 村 綾 子 ・ 浅 野 陽 一
中 島 淳 ・ ' ・ 長 谷 川 昭 , 1 9 6 2 年 宮 城 県 北 部 地 震 ( M 6 . 5 ) の 震 源 断 層 周 辺 の 1 般
小 地 震 活 動 , 1 9 9 9 年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 火 会 , 柬 京 、  1 9 9 9 年 6 月
堀 修 一 郎 ・ 海 野 徳 仁 ・ 岡 田 知 己 ・ 河 野 ・ 俊 夫 ・ 仁 田 交 市 ・ 中 村 綾 子 ・ 浅 野
陽 一 ・ 杉 賊 畢 暢 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 菅 正 裕 ・ 長 谷 見 晶 子 ・ 伊 東 明 彦 , 1 9 9 6 年 8
月 1 1 日 宮 妨 戈 県 鬼 首 地 震 ( M 5 . 9 , 5 . フ ) 震 源 域 i 丘 、 ド に 分 布 す る  S  波 反 射 面 ,
1 9 9 9 年 地 球 惑 昆 . 科 学 関 連 学 会 合 同 火 会 , 東 京 , 1 9 9 9 年 6 月
中 村 綾 子 ・ 長 谷 川 昭 ・ 平 田 直 ・ 岩 ' 1 1 1 奇 壱 f 哉 ・ 浜 口 1 専 之 , 1 9 9 8 年 9 月 3  口 雫
石 の 地 震 ( M 6 . 1 ) 前 後 の 地 震 波 速 度 変 化 の 検 出 の 試 み , 1 9 9 9 年 地 球 惑 星 科
学 関 述 学 会 合 同 大 会 , 東 京 , 1 9 9 9 年 6 月
安 達 省 泰 , 佐 藤 櫓 准 1 ・ 長 谷 川 昭 , 3 次 元 地 球 内 部 構 造 の 教 育 ・ 研 究 用 動 画
の 作 成 : マ グ マ 発 ル 域 の 構 . 造 , 1 9 9 9 年 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 大 会 , 東








195. A. Hasegawa, shaⅡOw seismicity and deformation process of 血e crust 血 the

































岡 田 知 己 ・ 海 野 徳 仁
生 し た 地 震 ( M 5 . 0 )
1 9 9 9 年 1 1 月
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V o l c a n o ,  n o r t h e a s t e m J a p a n , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 幌 , 2 0 0 3 年 6  河
Y . 1 t o ,  T 、  o k a d a ,  A .  H a s e g a w a ,  K .  o b a r a ,  E s t i m a t i o n  o { f o c a l  m e c h a n i s m s  o f
m i c r o e a 此 h q u a k e s  u s i n g  e m p i r i c a l g r e e n  t e n s 0 二  I U G G 2 0 0 3 プ く 会 , 札 1 1 堤 , 2 0 0 3 年
6 月
N .  u c h i d a ,  T  M a t s u z a w a ,  T . 1 g a r a s h i ,  A .  H a s e g a w a ,  F l u c t u a t i o n  o f  r e c u r r e n c e
i n t a ' v a l s  o f  ' c h a r a c t e r i s t i c  e a r t h q u a k e '  s e q u e n c e  0 丘  K a m a i s h i ,  N E  J a p a n  ・  i s  i t
C a u s e d  b y  s 】 1 P  r a t e  c h a n g e  i n  t h e  s u n ' o u n d i n g  q u a s i ・ s t a t i c a Ⅱ y  S 1 1 P p l n g  a r e a ? ,
I U G G 2 0 船 大 会 , 札 幌 , 2 0 0 3 午  6  打
] .  N a k a j i m a ,  A .  H a s e g a w a ,  F l u i d  d i s t l i b u t i o n  i n  t h e  m a n t ] e  w e d g e  o f  N E  J a p a n
i n f e r r e d  丘 o m  s e i s m i c  v e l o c i t y  a n d  a t t e n u a t i o n  s t r u d u r e s , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 1 院 ,
2 0 0 3 年 6  打
N .  u m i n o ,  Y  A s a n o ,  T  o k a d a ,  t  M a t s u z a w a ,  D .  z h a o ,  A .  H a s e g a w a ,  G e o m e t r y  o f
t h e  s u b d u d e d  p a c i f i c  s l a b  b e n e 址 h  J a p a n  e s t i m a t e d  f r o m  s c s p  p h a s e s  o b s e r v e d
b y  h i g h  d e n s i t y  s e i s m i c  n e t w o r k , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 幌 、  2 0 船 年 6 月
A .  H a s e g a w a ,  J .  N a k a j i m a ,  G e o p h y s i c a l  c o n s t r a i n t s  o n  s l a b  s u b d u c t i o n ,
I U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 1 呪 , 2 0 船 年 6 月
Y .  A s a n o ,  A .  H a s e g a w a , 1 m a g i n g  t h e  f a u l t  z o n e  o f  2 0 o o  w e s t e r n  T o t t o r i
e a r t h q u a k e  w i t h  M 7 . 3  b y  c o d a  e n v e l o p e  i n v e 玲 i o n s , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 小 い 峡 ,
2 0 0 3 年 6 月
A . 1 t o ,  S .  B a r i s ,  Y .  H o n k u r a ,  T .  K o n o ,  Y  G u n e s ,  E  B e l d e 二  A .  B e r b e r o g ] U ,  A
H a s e g a w a , 1 m p r o v e m e n t  o f t h e  s e i s m l c  n e t w o r k  a r o u n d  l s t a n b u l ,  t u r k e y  a n d
r e c e n t s e i s m i c i t y , 1 U G G 2 0 船 大 会 , 札 幌 , 2 0 0 3 年 6 月
Y .  s u w a ,  S .  M i u r a ,  A .  H a s e g a w a ,  T  s a t o ,  K .  T a c h i b a n a , 1 n t e r  -  P ] a t e  c o u p l i n g
b e n e a t h  t h e  N E  J a p a n  a T c  i n f e r r e d  丘 o m  3  d i m e n s i o n a l  c r u s t a l  d e f o r m a t i o n ,
I U G G 2 0 鳴 大 会 , 札 幌 、  2 0 0 3 年 6 月
K .  k i y o s h i ,  N .  K a t o ,  Y  Y a b e ,  A .  H a s e g a w a ,  N u m e r i c a l s i m u l a t i o n  s t u d y  o n  r e c e n t
C r u s t a l  d e f o r m 丑 t i o n  i n  t h e  T o k a i  a r e a ,  c e n t r a l J a p a n , 1 U G G 2 0 0 3 大 会 , 札 1 呪 ,
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中 島 淳 一 , 長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 弧 マ ン ト ル ウ ェ ッ ジ 内 の 高 温 上 昇 流 の イ メ ー
ジ ン グ , 平 成 1 5 年 度 東 北 地 区 " 然 災 害 科 芋 羽 f 究 集 会 , 秋 田 , 秋 田 火 学 手 形
キ ャ ン パ ス  2 0 0 3 年 1 2 月
浅 野 陽 一 、 小 原 一 成 , 中 島 淳 一 , 長 谷 川 昭 , 宮 城 県 北 部 の 散 乱 係 数 分 布 と
そ の 解 釈 , 「 地 震 発 牛 . 帯 で の 岩 石 一 水 相 互 作 用 」 研 究 条 会 , 仙 台 , 東 北 大 学
環 境 科 学 研 究 科 木 館 . 2 0 0 4 年 3 月
中 島 淳 一 , 長 谷 川  1 昭 , 武 井 叫 t 子 , 地 ゛ 新 皮 速 度 ・ 減 衰 デ ー タ か ら 推 定 し た 東
北 日 オ 珂 瓜 下 マ ン ト ル ウ エ ッ ジ の i 品 度 構 造 と 流 休 分 布 , 「 地 震 発 生 帯 で の 岩
石 一 水 相 互 竹 用 」 研 究 集 会 , 仙 台 , 耳 剥 ヒ 人 学 環 境 科 学 研 究 科 木 館 , 2 0 叫 年 3
打
長 谷 川 昭 , 東 北 日 木 に お け る 内 陸 地 震 発 生 様 式 , 地 震 予 知 恊 誠 会 平 成 1 5 年
度 成 果 机 告 シ ン ポ ジ ウ ム , 東 京 , 東 京 大 学 地 震 研 究 所 . 2 0 0 4 年 3 村
桑 甥 岻 桝 左 子 ,  1 _ 1 野 亮 太 , 長 谷 川 昭 , 藤 本 博 巳 , 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 震 の
破 壊 開 始 点 周 辺 に お け る 本 震 発 生 前 後 の 地 震 活 動 の 時 空 問 変 化 , 地 球 惑 星 科
学 鬨 述 学 会 2 0 0 4 年 合 同 大 会 , 千 葉 , 翫 躬 長 メ ッ セ , 2 0 0 4 年 5  打
岡 田 知 己 , 長 谷 川 淵 ,  H a i j i a n g z h a n g ,  C 1 近 o r d  H .  T h u r b q  D D  ト モ グ ラ フ ィ
法 に よ る 2 0 0 0 年 鳥 取 県 西 部 地 震 ( M 7 . 3 ) 震 源 域 周 辺 の 3  次 元 速 度 構 造 、 地 球
惑 星 科 学 関 連 学 会 2 0 0 4 年 合 同 大 会 , 千 菜 , 幕 張 メ ッ セ , 2 0 叫 年 5 打
岡 田 知 己 , 長 谷 川 昭 , 海 野 徳 仁 ,  H a 垣 a n g z h a n g ,  a i 丘 o r d  H .  T h u r b e 二  D D  ト
モ グ ラ フ ィ ー 法 に よ る 2 0 脇 年 角 壮 成 県 北 部 抽 震 の 震 源 断 層 刷 辺 の 速 度 不 均 質
柑 お 当 , 地 球 惑 星 1 斗 学 関 連 学 会 2 0 0 4 年 合 同 大 会 , 千 葉 、 幕 張 メ ッ セ , 2 0 0 4 年 5
月
中 島 瀞 二 ー , 長 谷 川 昭 ,  z h a n g  H a i j i a n g ,  T h u t b e t  C Ⅱ 丘 o r d  H . ,  D o u b l e ・ D i 丘 e r e n c e
T o m o g r a p h y 法 に よ る 日 木 列 島 下 の 地 殻 ・ マ ン ト ル ・ ス ラ フ オ 韓 造 ( そ の  1
中 国 ・ 四 国 地 方 ) , 地 球 惑 星 科 学 関 迎 学 会 2 0 叫 年 合 同 大 会 , 千 葉 , 翫 詞 長 メ ッ
セ , 2 0 叫 年 . 5  f j
壱 ソ 又 i 字 一 , 岡 田 知 己 , 長 谷 j l H 昭 ,  T h u r b e r  C Ⅱ 丘 o r d  H . ,  z h a n g  H a i j i a n g ,  D o u b ] e ・
D i f f e r e n c e  ト モ グ ラ フ ィ ー 法 に よ る 2 0 0 1 年 芸 予 地 震 ( M 6 . フ ) 震 源 域 周 辺 の  3
次 元 地 工 1 波 速 度 構 造 , 地 球 惑 早 . 科 学 関 連 学 会 2 0 0 4 年 介 同 大 会 , 千 葉 , 幕 張
メ ッ セ , 2 0 0 4 年 5 月
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3 8 5 .  H a s e g a w a ,  A . ,  a n d  T  o k a d a ,  A n  a t t e m p t  t o  i m a g e  e a l ' t h q u a k e  f a u l t  p l a n e  a n d
a s p e r i t i e s  b y  D D  t o m o g r a p h y  l o r  t h r e e  l a r g e  s h a Ⅱ O w  i n l a n d  e a r t h q u a 】 く e s  i n  J a p a n ,
5 t h  t h e  u .  S . ・ J a p a n  N a t u r a l  R e s o u r c e s  E a r t h q u a k e  R e s e a t c h  p a n e 】 ,  U .  S .  A ,
M o n t e r e y ,  A s i 】 o m a r  c o n f e r e n c e  c e n t e T , 2 0 0 4 . 1 0
3 8 6 . 菅 ノ 又 淳 一 , 岡 田 知 己 , 長 谷 川 昭 ,  H a i j i a n g z h 飢 g ,  C ] 近 o r d T h 山 ・ b 砿  D D  ト モ
グ ラ フ ィ ー 法 に よ る 2 0 0 1 年 芸 予 地 震 旋 源 城 周 辺 の 地 震 波 速 度 構 造 ( そ の
2 ) ,  H え 対 也 震 学 会 2 0 0 4 年 秋 季 大 会 、 拙 岡 , 九 州 火 学 箱 崎 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4
年 1 0 打
3 釘 . 岡 田 知 己 、 長 谷 川 昭 , 趙 火 鵬 ,  H a i j i n g z h 飢 g ,  C Ⅲ f o r d T h u r b e r ,  D D  ト モ グ
ラ フ ィ ー 法 に よ る 内 陸 地 旋 震 源 断 層 と ア ス ペ り テ ィ の イ メ ー ジ ン グ ( 3 )
1 9 9 5 年 兵 庫 県 汁 j 割 Ⅱ 也 1 " ( M 7 . 3 ) , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 4 年 秋 季 火 会 , 福 岡 , 九
州 大 学 箱 1 崎 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4 午 1 0 打
3 8 8 . 菅 ノ 又 淳 一 , 岡 田 知 己 , 迫 出 浩 司 , 長 谷 川 昭 ,  D D 法 に よ る 東 北 地 力 ' ド ス ラ
ブ 内 地 震 の 震 源 再 決 定 一 二 重 深 発 地 震 面 の 空 問 分 布 一 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 4 年
秋 季 大 会 福 岡 、 九 州 火 学 箱 1 崎 キ ャ ン パ ス . 2 0 0 4 年 1 0 j j
3 8 9 . 中 島 淳 一 、 長 谷 川 昭 ,  H a i j i a n g  z h a n g ,  c l i 丘 o r d  H .  T h u t b e r ,  D o u b l e ・ D 近 e r e n c e
T o m o g r a p h y 法 に よ る 日 本 列 島 下 の 地 殻 ・ マ ン ト ル ・ ス ラ ブ 桃 造 ( そ の  2
紀 伊 半 島 ) .  n 本 地 震 学 会 2 0 0 4 年 秋 季 大 会 、 福 岡 , 九 州 火 学 御 崎 キ ャ ン パ ス ,
2 0 0 4 年 1 0 月
3 9 0 .  s h a n t h a  s N  G A M A G E ,  N o r i h i t o  u M I N O ,  A k i r 丑  H A S E G A W A ,  s h a 1 1 0 w  s e i s m i c
a c t i v i t y  i n  N E  J a p a n  f o r e a r c  r e g i o n  T e v e a l e d  b y  s p  d e p t h  p h a s e s , 日 オ U 也 ご ミ 学 会
2 0 0 4 年 秋 季 大 会 , 福 岡 . 九 升 1 ブ く 学 1 創 奇 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4 年 1 0 月
3 9 1 . 東 京 大 学 地 旋 研 究 所 , 海 洋 研 究 開 発 機 構 , 東 北 大 学 珸 男 妬 升 究 科 . 北 海 道 大 学
理 学 研 究 科 , 九 州 大 学 理 学 研 究 1 浣 , 千 葉 大 学 理 学 部 , 山 形 大 学 理 学 部 、 宮 城
県 沖 地 震 想 定 震 源 ナ 剣 寸 近 の 海 陸 介 同 地 震 波 構 造 探 査 実 験 , Π 本 地 震 学 会 2 0 叫
年 秋 季 大 会 福 岡 , 九 州 大 学 箱 崎 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4 午 1 0 月
3 兜 . 桑 蛎 ・ 如 佐 子 , 日 野 亮 太 , 長 谷 川 昭 , 膿 本 博 巳 , 三 陸 沖 海 陸 プ レ ー ト 境 界 に
お け る 微 小 地 震 活 動 一 O B S 震 源 を 用 い た 相 刈 ' 旋 源 決 定 に よ る ー , 日 本 地 震
学 会 2 0 0 4 年 秋 季 大 会 , 福 岡 . 九 州 大 学 箱 1 崎 キ ャ ン パ ス , 2 0 0 4 年 1 0 月
3 9 3 . 北 佐 枝 子 , 中 島 淳 一 , 長 谷 j 1 Π 塀 ,  s t e p h 印 K I R B Υ 世 界 の 沈 み 込 み 帯 T r e n c h ・
O u t e r 、 R i s e  に お け る 地 震 活 動 の 4 手 姓 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 4 年 秋 季 大 会 , 福 岡 ,
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S u g a n o m a t a ,  J . ,  T .  o k a d a ,  A .  H a s e g a w a ,  H .  z h a n g ,  a n d  c .  H / r h u r b e r ,
H e t e r o g e n e o u s  s e i s m i c  v e l o c i t y  s t r u d u r e  i n  a n d  a r o u n d  t h e  s o u r c e  r e g 】 o n  o f t h e
2 0 0 I  M 6 . 7  G e i y o  e a l ' t h q u a k e ,  S W  J a p a n ,  r e v e a l e d  b y  d o u b l e ・ d H f e t e n c e
t o m o g r a p h y , 2 n d  l n t e m a t i o n a 】  w o r k s h o p  o n  w A T E R  D Y N A M I C S , イ 1 1 1 台 , 仙 台 国
際 セ ン タ ー , 2 0 0 4 年 1 1 月
O k a d a ,  T ,  A .  H a s e g a w a ,  J .  s u g a n o m a t a ,  H .  z h a n g ,  a n d  c .  T h u r b e T , 1 m a g i n g  t h e
f a u l t  p ] a n e  a n d  a s p e r i t i e s  o f  i n l a n d  e a r t h q u a ] く e s  i n  J a p a n  b y  d o u b l e ・ d i 丘 e r e n c e
t o m o g 叩 h y  2 n d l n t e m a t i o n a l w o r k s h 叩  o n w A T E R  D Y N A M I C S , 仙 介 , 仙 台 国
際 セ ン タ ー , 2 0 叫 年 1 1 打
G a m a g e ,  S .  S .  N ,  N .  u m i n o ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  s h a Ⅱ O w  s e i s m i c  a c t i v i t y  0 丘 h e  N E
J a p a n  f o r e a t c  r e g i o n  r e v e a l e d  b y  s p  d e p t h  p h a s e , 2 n d  l n t e r n a t i o n a l w o t k s h o p  o n
W A T E R D Y N A M I C S , 仙 台 , 仙 台 [ 王 1 際 セ ン タ ー , 2 0 0 4 午 1 1 月
S h i m i 2 U ,  J . ,  J .  N a k a j i m a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  s h e a T ・ w a v e  p o l a r i z a t i o n  a n i s o t r o p y  i n
t h e  m a n u e  w e d g e  b e n e a t h  N E  J a p a n , 2 n d  l n t e r n a t i o n a l  w o r k s h o p  o n  w A T E R
D Y N A M I C S , 仙 台 、 仙 台 国 際 セ ン タ ー , 2 0 0 4 年 1 1 月
A n y o s h i ,  K . ,  T 、  M a t s u z a w a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  s p a t i a l  v a r i a t i o n  i n  p r o p a g a t i o n
S p e e d  o f  p o s t s e i s m i c  s ] ゆ  o n  t h e  s u b d u c t i n g  p l a t e  b o u n d a r y , 2 n d  l n t e r n a t i o n a l
W o r k s h 叩 o n w A T E R D Y N A M I C S , 仙 台 、 仙 台 国 際 セ ン タ ー  2 0 0 4 年 1 1 月
長 谷 川 昭 , 東 北 Π 本 弧 の 深 部 構 造 と 内 陸 地 震 の 発 生 モ デ ル , 防 災 科 学 技 術
研 究 所 シ ン ポ ジ ウ ム 「 日 木 の 地 震 観 刈 の 現 状 と 将 来 展 望 」 . つ く ぱ , 防 災 科
学 技 術 研 究 所 , 2 0 0 4 咋 1 1 打
長 ? 〒 川  1 唱 ,  A n  a 杜 e m p t  t o  i m a g e  e a r t h q u a 1 祀  f a u l t  p l a n e  a n d  a s p e r i t i e s  b y  D D
1 0 m o g a p h y  f o r  t h r e e  l a r g e  s h a 1 1 0 w  i n l a n d  e a r t h q u a l く e s  i n  J a p a n , 3 r d  l n t a 、 n a t i o n a l
S e m i n a r  o n  s e i s m i c  T o m 0 即 ' a p h y  o f  F a r ・ E a s t  A s i a  a n d  R e l a t e d  w o r k s ,  K o r e a ,









H a s e g a w a ,  A . ,  a n d  〕 .  N a k a j i m a ,  u p w e Ⅱ i n g  f l o w  i n  t h e  m a n u e  w e d g e  b e n e a t h
H o k k a i d o  a n d  T o h o k u ,  N E  J a p a n ,  a n d  i t s  i m p l i c a t i o n s  f o r  a r c  m a g m a t i s m ,
E u r o p e a n  G e o s d e n c e s  u n i o n  G e n e r a l A s s e m b l y ,  A u s t r i a ,  v i e n n a ,  A u s t r i a  c e n t e r
V i e n n a , 2 0 0 5 . 4
長 谷 川 昭 , " 兵 庫 県 南 剖 " 也 旋 以 降 の 地 震 ・ 地 殻 変 動 観 測 " . 地 球 惑 星 科 学 関





413. Nambukara Gamage suni] shantha §飢暫イ恵仁'長谷川昭,"Double・planed
ShaⅡOw seismic zone in the Northeastern Japan Fm、earc Region",1也ナ求惑'L弔ト





















420. shantha s. N. Gamage, N. umlno, and A. Hasegawa, Double・planed shaⅡOW
Seismic zone in the NE Japan forearc tegion, AOGS 2005 Singapore, singapore,
Suntec singapore lnternational convention & Exhibition centre,2005.6
421. Miura, S., S. Yui, N. uchida, A. Hasegawa, and Y. Ya即, spatio・temporal evolution
Of postseismic f0ⅡOwing t]]e 2003 T01くachi・oki earthquake (M8.の estimated by
Gps and repeating e飢'thquales, AOGS 2005 Singapore, singapore, suntec





U c h i d a ,  N . ,  T  M a t s u z a W 2 ,  A .  H a s e g a w a ,  M , 1 C h i y a n a g i ,  a n d  M .  K a s a h a r a ,  Q u a s i ・
S t a t i c  S 1 ゆ S  b e f o r e  a n d  a 丘 a '  t h e  2 0 0 3  T o k a c h i ・ o l d  a n d  N o v e m b e r 2 9 , 2 0 0 4 0 丘 ・
K u s h i r o  e a r t h q u a k e s  a t  s E  0 丘  H o k k a i d o ,  J a p a n  e s t i m a t e d  f r o m  r e p e a t i n g
e a r t h q u a k e s ,  A O G S  2 0 0 5  S l n g a p o r e ,  s l n g a p o r e ,  s u n t e c  s l n g a p o r e  l n t e r n a t l o n a l
C o n v e n t i o n  &  E x h i b i t i o n  c e n t r e , 2 0 0 5 . 6
N a k a j i m a ,  J . ,  A .  H a s e g a w a ,  a n d  J .  s h i m i z u ,  s e i s m 0 1 0 g i c a l  c o n s t r a i n t s  o n  t h e
U p w e Ⅱ i n g  a o w  i n  t h e  m a n u e  w e d g e  o f  H o k k a i d o  a n d  T o h o k u ,  J a p a n ,  a n d  i t s  r o l e
O n  a r c  m a g m a t i s m ,  A O G S  2 0 0 5  S i n g a p o r e ,  s i n g a p o r e ,  s u n t e c  s i n g a p o r e
I n t e r n a t i o n a l  c o n v e n t i o n  &  E x h i b i t i o n  c e n t r e , 2 0 0 5 . 6
S a t o s h i  Y u i ,  s a t o s h i  M i u r a ,  A k i r a  h a s e g a w a ,  Y u j i  Y a g i ,  s p a t i o ・ t e m p o r a l  e v o l u t i o n
O f  且 丘 e r ・ S 1 ゆ  f 0 Ⅱ O w i n g  t h e  2 0 0 3  T o k a c M ・ o k i  e a l ' t h q u a k e  e s t i m a t e d  b y  G P S ,  s p a t i a l
a n d  T e m p o r a l  F l u c t u a t i o n s  i n  t h e  s o l i d  E a r t h  ・ c l u e s  t o  t h e  F u t u r e  o f  o u r  p l a n e t ・ ,
仙 台 , 仙 台 市 戦 災 復 凪 啼 e 念 館 , 2 0 0 5 年 7 月
S h a n t h a  s .  N .  G a m a g e ,  N o r i h i t o  u m i n o ,  a n d  A k i r a  H a s e g a w a , 0 丘 S h o r e  s h a 1 1 0 W
S e i s m i c  a c t i v i t y  i n  t h e  N E  J a p a n  s u b d u c t i o n  z o n e  r e v e a ] e d  b y  s p  d e p t h  p h a s e ,
S p a t i a 】  a n d  T e m p o r a l  F l u d u a t i o n s  i n  t h e  s o l i d  E a r t h  ・ c l u e s  t o  t h e  F u t u t e  o f  o u r
P l a n e t ・ , 仙 台 , 仙 介 市 戦 災 後 典 記 念 館 , 2 0 0 5 午 7  打
S a e k o  K i t a ,  T o m o m i  o k a d a , ] u n i c h i  N a k a j i m a ,  T o r u  M a t s u z a w a ,  J u n i c h i
S u g a n o m a t a ,  a n d  A k i r a  H a s e g a w a ,  D e t e c t i o n  o f  a n o m a l a u s  i n t r a s l a b  s e i s m i c i t y
b e n e a t h  H O R k a i d o ,  J a p a n ,  b y  d o u b l e ・ d i f f e r e n c e  r e l o c a t i o n  m e u 〕 o d ,  s p a t i a l  a n d
T e m p o r a l  F l u c t u a t i o n S  血  t h e  s o ] i d  E a r t h  ・ c l u e s  t o  t h e  F u t u r e  o f  o u r  p l a n e t ・ , イ 山
台 , 仙 台 市 戦 災 復 輿 記 念 館 , 2 0 0 5 年 7 月
K e i s u k e  A r i y o s h i ,  T o r u  M a t s u z a w a ,  a n d  A I く i r a  H a s e g a w a ,  s p a t i a l  v a r i a t i o n  i n
P r o p a g 2 t i o n  s p e e d  o f  p o s t s e i s m i c  s l i p  o n  t h e  s u b d u c t i n g  p l a t e  b o u n d a r y  s p a t i a l
a n d  T e m p o r a l  F l u c t u a t i o n s  i n  t h e  s o l i d  E a r t h  ・ c l u e s  t o  t h e  F u t u r e  o f  o u r  p l a n e t ・ ,
仙 台 、 仙 台 市 戦 災 復 興 記 念 館 , 2 0 備 年 7 月
N a o l d  u c h i d a ,  T o r u  M a t s u z a w a ,  T a k a s h i  N a k a y a m a ,  A k i t a  H a s e g a w a ,  Y o s h i n o b u
M o t o y a ,  M a s a y o s h i l c h i y a n a g i ,  M a s a m i t s u  T a l く a d a ,  M u n e o  0 1 ζ a y a m a ,  a n d  M i n o r u
K a s a h a r a ,  s p a t l o ・ t e m p o r a ]  d l s t r i b u t l o n  o f  l n t e 印 】 a t e  q u a s l ・ s t a t i c  S 1 1 P  s o u t h e a s t  0 丘
H o l d 阻 i d o ,  J a p a n ,  e s t i m a t e d  f r o m  r e p e a t i n g  e a r t h q u a k e s ,  s p a t i a l  a n d  T e m p o r a ]
F l u c t u a t i o n s  i n  t h e  s o l i d  E a r t h  ・ c l u e s  t o  t h e  F u t u r e  o f  o u r  p ] a n e t ・ , 仙 台 , 仙 台







429. JunichiNakajimaandAkira Hasegawa, upweⅡingaow in the manue wedge ofNE
Japan and its tole on crustal deformation and shaⅡOw seismic activity spatial and
Temporal F]uduations in the solid Earth ・clues to the Future of our planet・イ山
台,仙台市戦災復興記念館,2005年7月
430Tomomi okada, Junichi suganomata, Tadashi Yaginuma, Akira Hasegawa,
Haijiang zhang, and cli丘OTd H. Thurber, charade玲tics of asperities for large
intTap]ate earthquakes infa'red from deta11ed seismic ve]OC北y structures, spatial
and Temporal Fluctuations in 血e solid Earth ・clues to the Fut山、e of our planet・,
仙台,仙台市戦災復興記念館,2005午7月
431Toru Matsuzawa, Naoki uchida, Tomoml okada, Aklra Hasegawa, and Toshihiro
Igarashi, RUP山ring of aspentise fostered by slow sHps and its implicatlons m
earthquake prediction, spatial and Temporal Fluctuations m the solid Earth
、cluest0 血e FU加reofourplanet・,仙台,仙台市'市戈災復興記念館,2005年7月
432Satoshi Miura, satoshi Yui, and Akir3 Hasegawa, Geodetlc estimation of S11P
deficits, CO、snd post、seismlc s]ips on the plate boundary around northeastern
Japan arc, spatial and 1でmporal Fluctuations in the soljd Earth ・clues to the
Futureofourplanet・,仙台,仙台市戦災復興記念鮪,2005年7月
433Stephen H. Kirby and the Brainstoriming Team (AkiTa Hasegawa, Norihito
Umino, Tm・U Matsuzawa, Tomomi okada, Naoki uchida, shantha s. N. Gamage,
Junichi suganomata, and saeko Kit2, Fluids from above and from belolv : possible
roles of seawater lnfiltratlon/mineral・alteration and deep magmatic c02 and
Other vola印es in the variabⅡity of slab seismiclty and arc vo]canlc activity
Spatial and Temporal Fluduations in the solid Earth ・clues to the Future of our
P]anet、、 H木,仙台、仙台市戦災復興記念館,2005,フ
65
434Asa1Φ Kuwano, Ryota Hino, Akira Hasegawa, and Hiromi FUJlmoto, seismic
Veloclty strudure and seismic act1Ⅵty al'ound the rupture 飢、ea of the 1994
Sanriku、oki earthquake, spatial and Temporal Fluduatlons in the solid Earth
.cluestothe Fut山・eofourplanet・,仙台,仙台市戦災復興記念館,20備年7月
435Uchida, N., T. Matsuzawa, S. Hirahara, T.1gar2Shi, A. Hasegawa, and M
Kasahara, Monltoring of quasi・static S1ゆ along the subductlng plate boundary of
NE Japan by smaⅡ repeating earthqualくe analysis, Asi2n Academic seminar






柳 沼 直 ・ 岡 田 知 己 ・ 八 木 勇 治 ・ 後 艇 和 彦 ・ 宮 町 宏 樹 ・ 長 谷 川 昭 ・  H a 垣 肌 g
Z h a n g  ・  c l i 丘 o r d  T h U 血 e 二 波 形 イ ン ヴ ァ ー ジ ヨ ン と  D D  ト モ グ ラ フ ィ ー に よ る
1 9 9 7 年 鹿 児 島 県 ' 北 西 部 地 震 の ア ス ペ り テ ィ の イ メ ー ジ ン グ , 民 本 地 震 学 会
2 0 0 5 年 秋 季 火 会 , 札 幌 . 北 海 道 大 学 、  2 0 備 年 1 0 月
油 井 智 史 ・ 三 浦 哲 ・ 長 谷 川 昭 ・ 八 木 勇 治 , 2 0 0 3 年 十 肘 シ 沖 地 震 ( M 8 , の 前 後
の 北 海 道 地 力 の プ レ ー ト 問 カ ッ プ リ ン グ 状 況 . 日 本 地 震 学 会 2 0 0 5 年 秋 季 大
会
札 幌 , 北 海 道 人 学 . 2 0 妬 年 1 0 珂
池 井 智 史 ・ 三 浦 哲 ・ 長 谷 川 昭 ・ 八 木 勇 治 , 2 0 0 3 年 十 勝 沖 地 震 ( M 8 . 0 ン 前 後
の プ レ ー ト 間 カ ッ プ リ ン グ ,  H 本 地 震 学 会 2 0 備 年 秋 手 9 大 会 , 札 幌 , 北 海 道 大
学 2 0 0 5 午 1 0 打
北 佐 枝 ・ f  ・ 1 尚 出 知 己 ・ 中 島 淳 一 ・ 杉 薪 翆 暢 ・ 菅 ノ 又 淳 一 ・ 長 谷 川 昭
S t e p h e n H .  K 辻 b y  D D 法 に よ り 推 定 さ れ た 北 海 道 下 ス ラ ブ 内 地 震 に み ら れ る
特 異 的 活 動 、 日 本 地 震 学 会 2 0 0 5 年 秋 季 大 会 , 札 幌 , 北 河 、 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 河
本 堂 周 作 ・ 中 島 淳 一 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , 2 0 0 4 年 新 潟 県 中 越 地 震 震 源 域
に お け る  S 波 ス プ リ ッ テ ィ ン グ , 日 本 地 震 学 会 2 0 備 年 秋 季 大 会 , 札 幌 , 北
海 道 大 学 、  2 0 0 5 年 1 0 月
岡 田 知 己 ' ・ 柳 詔 直 ・ 長 谷 川 昭 ・  H a i j i a n g  z h a n g  ・  C 1 近 o r d  T h u r b e 二  D D  ト モ
グ ラ フ ィ ー 法 に よ る 2 0 0 4 年 新 潟 県 中 越 地 震 の 震 源 断 層 と ア ス ペ り テ ィ の イ
メ ー ジ ン グ , Π オ 対 也 旋 学 会 2 0 0 5 年 秋 季 入 会 , 札 幌 , 北 海 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 月
長 谷 見 品 子 ・ 石 澤 真 理 ・ 三 浦 英 俊 ・ 小 菅 正 裕 ・ 海 野 徳 仁 ・ 長 谷 川 昭 ,
コ ー
ダ 振 1 鵬 の 減 衰 か ら 推 定 さ れ る 鬼 首 カ ル デ ラ 下 の 低 Q 域 , 口 本 地 震 学 会 2 0 備
年 秋 季 大 会 , 札 1 呪 , 北 海 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 月
中 , 島 i 享 一 ' ・ 長 子 〒 川 昭 ・  H a i j i n a g  z h a n g  ・  c l i 丘 o r d  H . 1 h 山 ' b e r ,  D o u b l e ・ D i 丘 e r e n c e
T o m o g r a p h y 法 に よ る 日 本 列 島 下 の ス ラ プ 構 造 ( そ の  3 : 東 北 地 方 ) , Π 本 地
震 学 会 2 0 備 年 秋 季 大 会 、 札 幌 , 北 海 道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 河
岡 田 知 巳 ・ 柳 沼 伯 1 ・ 北 佐 枝 子 ・ 海 野 徳 仁 ・ 杉 X 畢 暢 ・ 中 島 淳 一 ・ 内 田
直 希 コ 可 野 俊 夫 ・ 長 谷 川  1 昭 , 2 0 0 5 年 , 1 9 7 8 年 宮 城 県 刈 リ 佃 支 の 余 震 分 布 の 比
較 一 余 震 活 動 域 の 畔 問 的 僻 1 手 性 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 5 年 耿 季 大 会 、 札 幌 , 北 海
道 大 学 , 2 0 0 5 年 1 0 打
内 田 直 希 ・ 松 澤 暢 ・ 平 原 聡 ・ 長 谷 川 昭 , 小 繰 り 返 し 地 震 に よ る 千 島
日 本 海 溝 沿 い プ レ ー ト 境 界 の 準 静 的 す べ り モ ニ タ リ ン グ , Π 本 地 震 学 会 2 0 備





















































内 田 直 希 ' ・ 杉 薪 畢 暢 ・ 平 原 聡 ・ 五 十 族 d 麦 博 ・ 長 谷 川 昭 ・ 笠 原 稔 ,  d ゞ 桑 り
返 し 地 震 に よ る 東 北 日 本 沈 み 込 み 帯 の 準 卸 的 す べ り の モ ニ タ リ ン グ , 研 究 集
会 「 地 夫 史 活 動 デ ー タ に 某 づ く 予 測 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン モ デ ル 構 築 に 向 け て 」
東 京 , 東 京 大 学 地 震 研 究 所 , 2 0 妬 年 Ⅱ 打
A I ( i r a  H a s e g a w a , T o m o m i  o k a d a , 1 m a g i n g  t h e  f a u l t  p l a n e s  o f t h e  2 0 0 4  N Ⅱ g a t a ・
C h u e t s u  e a r t h q u a l ( e  s e q u e n c e  b y  d o u b l e ・ d i 丘 e r e n c e  t o m o g r a p h y , 4 t h  l n t e r n a t i o n a l
S e m i n a r  o n  s e i s m i c  T o m o g r a p h y  o f  F a r ・ E a s t  A s i a  a n d  R e l a t e d  w o r k s ,  K o r e a ,




Y a g i n u m a ,  T . ,  T .  o k a d a ,  Y  Y a 即 ,  K .  G o t o ,  H .  M i y a m a c h i ,  A .  H a s e g a w a ,  H .  z h a n g ,
a n d  c .  H .  T h 山 、 b e r  l m a g l n g  t h e  a s p e r i t i e s  o f t h e  1 9 9 7  n o r t h w e s t a 、 n  K a g o s h l m a
e a r t h q u a k e  ( M 6 . 5 ) ,  s o u t h w e s t e r n  J a p a n ,  b y  s e i s m i c  w a v e f o r m  i n v e r s i o n  a n d
d o u b l e 、 d i f f e r e n c e  t o m o g r a p h y  A G U  2 0 0 5  F a 1 1  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,
M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 5 . 1 2
H o n d o ,  S . ,  J .  N a R a j i m a ,  T .  o k a d a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  s h e a r ・ w a v e  s p l i t t i n g  i n  t h e
S o u r c e  r e g i o n  o f  t h e  2 0 0 4  M 6 . 8  N i i g a t a ・ k e n  c h u e t s u  e a r t h q u a k e ,  c e n t r a l  J a p a n ,
A G U  2 0 0 5  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M o s c o n e  c e n t e 二  2 0 0 5 . 1 2
Y u i ,  S . ,  S .  M i u T a ,  A .  H a s e g a w a ,  a n d  Y  Y a g i ,  s p a c e ・ t i m e  E v o l u t i o n  o f  l n t e r p l a t e
S 1 ゆ  b e n e a t h  H o k k a i d o ,  J a p a n  b e f o r e  a n d  a f t e r  t h e  2 0 0 3  T o k a c h i ・ o l d  E a r t h q u a k e
( M 8 ' の  l n f e r r e d  f r o m  G P S ,  A G U  2 0 0 5  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F t a n c i s c o ,
M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 5 . 1 2
K i r b y ,  S . ,  T .  o k a d a ,  N .  u c h i d a ,  A .  H a s e g a w a ,  Y .  M a t s u z a w a ,  a n d  R .  H i n o ,
S u p r a s l a b  e a r t h q U 2 k e s  a b o v e  t h e  p a c i f i c  p l a t e  s l a b  i n  N E  J a p a n :  A  p o s s i b l e
g r a v e y a t d  o f  d e t a c h e d  s e a m o u n t s  a n d  v o ] c a n i c  r i d g e s ? ,  A G U  2 0 0 5  F a 1 1  M e e t i n g ,
U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 5 . 1 2
N a k a j i m a ,  J . ,  A .  H a s e g a w a ,  S .  H o r i ,  a n d  J .  s h i m i z u ,  A  n e w  s i g h t  i n t o  m a n t l e  a o w
b e n e a t h  t h e  N E J a p a n  a n d  K u r i l e  a r c s  i n f e r r e d  f r o m  c o m p r e h e n s i v e  s e i s m 0 1 0 g i c a l
O b s e r v a t i o n s ,  A G U  2 0 0 5  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M o s c o n e  c e n t e r ,






N a k a j i m a ,  J . ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  T h e  u p w e Ⅱ i n g  a o w  a t  t h e  t r ゆ l e  j u n c t i o n  i n  c e n t r a l
J a p a n  i n f e r r e d  丘 o m  s e i s m i c  t o m o g ね P h y  a n d  i t s  i n p l i c a t i o n s  f o r  a r c  m a g m a t i s m ,
A G U  2 0 0 5  F a Ⅱ  M e e t i n g ,  U S A ,  s a n  F r a n c i s c o ,  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 5 . 1 2
465. Hori, S.,]. Nakajima, J. shimizu, and A. Hasegawa, shear・、vave splitting in the
northeastern Japan and southwestern Kurile arcs and its implications for mantle
Corner aow, AGU 2005 FaⅡ Meeting, USA, san Francisco, Moscone center,2005
12
466Uchida, N., T. Matsuzawa, S. Hlrahara, T.1garashl, M. Kasahara, and A
Hasegawa, Quasi、static s]ips Around t]1e source Areas of the 2003 Tokachi・oki
(M8.の and 2005 Miyagi、oki(M7.2) Earthquakes, Japan Estimated From sma11
Repeating Earthquakes, AGU 2005 FaⅡ Meeting, USA, san Francisco, Moscone
Center,2005.12
467Yoshida, T「 V. AcoceⅡa, J. Nakajima, A. Hasegawa, H. sato, Y. Nagahashi, J
Kimura, and A. Tanaka, Evolutlon of magma plumbing systems ln the late
Cenozoic NE Honshu arc, Japan, AGU 2005 FaⅡ Meeting, USA, san R、ancisco,
Moscone center,2005.12
468Matsuzawa, T., N. uchida, T. okada, K. Ariyoshi, T.1garashl, and A. Hasegawa",
Quasi、static S1ゆS befm'e and a丘er large inta'plate earthquakes inferred from






470Okada, T., T. Yaginuma, J. suganomata, A. Hasegawa, H. zhang, and c. Thurbe,
Detai]ed seismlc velocity struct山'es m the focal areas of recent large inland
earthquakes in Japan by DD tomography,10oth Anniversary Earthquake
Conference coMMEMORATING THE 1906 SAN FRANCISCO
EARTHQUAKE,米国,サンフランシスコ,モスコーンセンター,2006,4
471Hasegawa, A, High・reso]ution selsmic tomography and hypocenter relocations
forthe NEJapan subduction system ・An overview,10oth AnnNersal'y Earthquake
Conference coMMEMORATⅨGTHE 1906SAN FRANCISCO EARIHQUAKE,
米国、サンフランシスコ,モスコーンセンター,2006.4
472S. Kita, T okada, J. Nakajima, T. Matsuzawa, A. Hasegawa, and s. H. KiTby Fine
Structure of工入7adati、Beni0仟 Zone beneath Hokkaid03nd NE Japan estimated 丘om
double、difference 】ocations 、anomalous lntraslab seismicity and dehydratlon




長 谷 川 昭 , 沈 み 込 み 帯 に お け る 地 膿 発 生 と 火 1 _ 1 _ 1 生 成 の モ デ ル , 石 油 技 術 恊
会 第 7 1 同 定 " 総 会 特 別 ; 諭 寅 会 , 仙 台 , 仙 台 i 隷 伐 災 復 興 記 念 館 、  2 0 0 6 年 5  打
辻 優 介 ・ 中 島 淳 一 ・ 1 岡 爪 知 d  ・ ぢ 新 豊 暢 ・ 長 谷 川 昭 , 2 0 0 3 年 5  打 2 6 1 了 宮
城 県 沖 の ス ラ ブ 内 地 震 ( M 7 . 1 ) 震 鴻 上 捌 古 ] 辺 の 三 次 元 地 U t 波 述 度 枇 造 ,  U 木 地
球 惑 星 . 科 学 述 合 2 0 0 6 司 ÷ 大 会 , 丁 ξ 柴 . 翫 躬 長 メ ッ セ , 2 0 0 6 午 5  牙
三 浦 暫 ・ 油 井 智 史 ・ 伊 膿 浩 司 ・ 長 谷 川 昭 ・ 佐 藤 俊 也 ・ 立 花 鴛 司 、  G P S  デ ー
タ に よ り 推 定 さ れ た 宮 城 県 沖 プ レ ー ト 境 界 の 非 地 震 性 す べ リ ー 2 0 0 2 年 Ⅱ 月
3  e  M 6 . 3  ・ 2 0 備 午 8  乃 1 6 Π  M 7 . 2 後 の 余 効 変 動 一 、 口 木 地 球 惑 星 利 ・ 学 迎 合
2 0 0 6 年 火 会 , 千 菜 , 幕 リ 長 メ ッ 七  2 0 0 6 午 5  牙
本 堂 周 作 ・ 小 島 淳 ・ ー ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 辨 十 伊 廉 喜 宏 ,  S 波 ス プ リ ッ テ ィ ン
グ と 応 ノ J テ ン ソ ル イ ン バ ー ジ ョ ン か ら 推 定 さ れ る  2 0 0 4 年 新 潟 県 中 越 地 震 旋
源 域 の 1 ' 力 場 と 不 均 質 拙 造 ,  R 本 地 球 惑 星 科 学 迎 合 2 0 0 6 年 大 会 、 千 染 、 幕 張
メ ッ セ , 2 0 0 6 午  5  f j
弘 瀬 冬 樹 ・ 中 島 浮 一 ・ ・ 長 谷 川 昭 ,  D o u b l e ・ D i f f e 】 ' e n c e  T o m o g r a p h y  法 に よ る
フ ィ リ ビ ン 海 ス ラ ブ の 速 度 構 造 の 弛 ヲ E 、 日 本 地 球 惑 星 科 ・ 学 連 介 2 0 0 6 午 火 会
丁 ' 葉 , 男 則 長 メ ッ セ , 2 0 0 6 年 5 月
吉 田 武 義 ・ 今 泉 俊 文 ・ 長 谷 川 昭 ・ 中 島 淳 一 ・ 佐 藤 比 呂 志 ・ 長 橋 良 隆 ・ 木 村
純 ・ ' ・ 田 小 明 ・ f  ・  p r i m a  o k y  D 河 く y  A . , 東 北 本 外 W 瓜 , 脊 梁 1 1 1 脈 に お け る 伏 在 深
成 岩 体 の 非 対 ' 称 的 な 活 動 , Π 木 地 球 惑 星 . 利 学 連 合 2 0 0 6 年 火 会 、 丁 ・ 葉 , 幕 張
メ ッ 七 , 2 0 0 6 イ r  5  1 1
柧 1 沼 直 ・ 岡 則 知 d  ・ 加 虜 新 升 ・ ・ ・ ・ 武 村 冴 虻 之 ・ 八 木 勇 治 ・ 長 谷 川 昭 、  2 0 備 年
宮 城 県 沖 の 地 震 ( M 7 . 2 ) と 1 9 7 8 年 宮 城 県 刈 H 也 震 ( M 7 . 4 ) の ア ス ペ り テ ィ の 比
較 矧 究 、 日 オ U 也 球 惑 星 科 ・ 学 速 介 2 0 0 6 年 大 会 . 千 ・ 葉 , 玉 鷄 長 メ ッ セ , 2 0 0 6 卸  5  打
長 谷 川 剛 , 2 0 0 5 . 8 . 1 6  筥 、 城 県 沖 地 震 と 懇 定 宮 城 L 杲 ・ 沖 地 震 ,  H 本 地 球 惑 星 利
学 連 合 2 0 0 6 年 大 会 、 千 葉 、 昇 那 長 メ ッ 七 , 2 0 0 6 年 5  河
小 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 、 中 部 日 本 の 三 次 元 地 震 波 速 度 構 造 ー マ ン ト ル 上 " 流
と 島 弧 マ グ マ 活 動 一 日 本 地 球 惑 星 羽 ・ 学 述 合 2 0 0 ぱ 弔 大 会 , ・ 下 葉 , 幕 張 メ ッ セ ,
2 0 0 6 年 5  j l
蛎 H 惨 一 郎 ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 j 1 1  昭 , 中 部 I J 本 に お け る  S 波 ス プ リ ッ テ ィ ン グ ,










484.内田直元・ wi11iam 上.動Isworth ・松澤暢・1河矧知己'長谷川昭,釜イ1沖
「周有地g引周辺の微小地震活動,Π本地球惑尾科学速合2006午大会、千条
所鷄長メッセ,2006年5月
Sha川ha s. N. Gamage,内1王1直希,海1ザ'徳H三,肌d 長谷川昭、 Aftershock












北佐枝子・岡田知己・松澤 1陽・小工b淳一・長谷川・ S. Kirby,北海逝及ぴ
東北日オ司瓜ドのスラブ内地震の牢闇分布の4寺徴と1悦水不安フ鄭見. 1」本地球惑
星科学述合2006年大会,チー葉、酬阿長メッ七,2006年5 打
Hasegawa, A., DⅣa'sity of interp]ate couP11ng and S1ゆ on the subducting plate
boundary: Recent observations inJapan, OECD G】obal sdence Forum: workshop
On Eatthqua1ζe science,ドイツ Potsdam, Resort schwielowsee,2006.6
Matsuzawa, T., and A. Hasegawa, The August 16,2005 Miyagi・oki Earthquake
(M7.2) and ReCⅢ1でnt M7 Earthquakes 0丘Miya即 Prefecture, NE Honshu,Japan,
2006 WPGM,中国, Beijing, BICC,2006.フ
Na1姐jima, J., and A. Hasegawa, Tomographic imaging of slab subduction and
mantle Tetum aow inJapan,2006 WPGM,小国. Beijing, BICC,2006.フ
Tsuji, Y., J. Nakajima, T. okada, T. Matsuzawa, and A. Hasegawa, seismic ve]ocity














M a t s u z a 、 v a , 丁 . ,  N .  u c h i d a ,  T  o k a d a ,  K .  A r i y o s h i ,  N .  u m i n o ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,
A s p e r i t i e s  a n d  a s e i s m i c  r e g i o n s  o n  t h e  p l a t e  b o u n d a r y  i n  t h e  n o r t h e a s t e r n J a p a n
S u b d u c t i o n  z o n e , 1 n t e r n a t i o n a ]  w o r l く S h o p  o n  T e c t o n l c s  o f  p l a t e  c o n v e r g e n c e
Z o n e s :  T o w a r d  t h e  s e a m l e s s  u n d e r s t a n d i n g  h ' o m  E a r t h q u a k e  c y c l e s  t o
G e o m 0 印 h i c  E v o l u t i o n , 日 本 , 東 京 ,  K o s h i b a  H a 1 1 , 2 0 0 6 . 9
佐 野 有 、 州 ' 高 畑 直 人 ・ 堀 1 _ 1 柱 香 ・ 植 木 貞 人 ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 . 日 本 列
島 に お け る へ り ウ ム 同 位 体 比 の 分 布 と 地 震 波 ト モ グ ラ フ ィ ー 、 日 不 地 球 化 学
会 2 0 0 6 仟 度 年 会 , 東 京 , 日 木 大 学 文 理 学 部 , 2 0 0 6 年 9 月
H a s e g a w a ,  A . ,  E a r t h q u a 1 祀 S  i n  J a p a n  ・  T h e i r  A d i v i t y  g e n e r a t i o n  m e c h a n i s m  a n d
r e 】 a t i o n s h i p  w i t h  i n h o m o g e n e o u s  l y t h o s p h e r l c  s t r u c t u r e , 1 n t e r n a t l o n a l
S y m p o s i u m  o n  D e e p  s e i s m i c  p r 0 釧 i n g  o f t h e  c o n t i n e n t s  a n d  t h e i r  m a l ' g i n s , 葉 山 ,
S h o n a n  v i Ⅱ a g e  c e n t e r , 2 0 0 6 . 9
O m u r a l i e v a ,  A . ,  J .  N a k a j i m a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  T o m o g r a p h i c  i m a g i n g  o f t h e  c r u s t
i n N o r t h e r n  K y r 部 Z s t a n , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 . 名 古 屋 , 名 1 1 〒 屋 国 際
会 議 場  2  号 ' 館 , 2 0 0 6 年 . 1 0 月
飯 沼 卓 史 ・ 三 油 油 井 智 史 ・ イ ぢ 藤 俊 也 ・ 立 花 憲 司 ・ 長 谷 川 昭 ,  G P S  デ ー
才 斤
仁 1
タ か ら 推 定 さ れ た 2 0 備 年 宮 城 県 沖 地 震 ( M 7 . 2 ) に 伴 う 余 効 す べ り の 時 空 闇 変
化 . 日 オ ゞ 測 地 学 会 第 1 0 6 匝 ぱ 剖 寅 会 . 岩 千 県 奥 外 1 市 水 沢 、 奥 州 市 文 化 会 館 ( Z
ホ ー ル ) , 2 0 0 6 午 1 0 1 ]
内 ル 1 直 希 ・ 杉 § 畢 暢 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 ・ 今 西 和 俊 ・  W  L .  E Ⅱ S w o r t h , 小
繰 り 返 し 地 震 の 発 生 の 特 徴 と ア ス ペ り テ ィ , 日 木 地 震 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 ,
名 古 屋 . 名 古 屋 国 際 会 議 場 2 号 館 , 2 0 0 6 年 1 0 月
中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 紀 伊 半 島 下 の 不 均 質 桜 " 告 : マ ン ト ル 上 昇 流 と フ ィ リ
ビ ン 海 ス ラ ブ , 訂 本 地 震 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 火 会 , 名 古 屋 , 名 古 屋 国 際 会 議 場 2
号 館 , 2 0 0 6 午 1 0 月
イ i 吉 慶 介 ・ 松 澤 暢 ・ Π 野 司 悟 太 ・ 長 谷 川 昭 , ア ス ペ り テ ィ 間 の 相 π 作 用 に
お け る 摩 擦 特 性 の 影 郷 , 日 木 地 旋 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 , 名 古 屋 . 名 古 屋 国 際
会 南 U 昜 2  号 鮪 , 2 0 0 6 年 1 0 月
辻 優 介 ・ 小 , 鳥 淳 一 ・ 岡 田 知 己 ・ 杉 X 學 暢 ・ 、 長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 に お け る
太 平 洋 ス ラ ブ 内 の 三 次 元 地 震 波 速 度 構 造 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 6 年 秋 季 大 会 , 名
古 屋 , 名 古 屋 田 際 会 議 場 2 号 館 , 2 0 0 6 年 1 0 月
堀 修 一 郎 ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 西 南 Π 本 の S 波 ス プ リ ッ テ ィ ン グ , 日 本






































512. Nakajima, J., and A. Hasegawa, Tomographic evidence for the manue upweⅡing
beneath southwestern Japan and its implications for arc magmatism,5th
Inta'national seminar on seismic Tomography of Far・East Asia and related





内 田 両 希 ・ 杉 X 畢 暢 ・ 1 司 矧 知 己 ・ 長 谷 川 昭 ・ 今 西 千 酬 麦 ・  W  L .  E Ⅱ S w o r t h , 小
繰 り 返 し 地 旋 の 活 動 の 揺 ら ぎ と 微 細 桃 造 , 研 究 架 会 「 地 震 発 生 サ イ ケ ル と そ
の 複 雜 性 」 . 宇 治 , 京 割 サ く 学 生 存 圈 研 究 所 木 質 ホ ー ル , 2 0 0 6 年 Ⅱ 月
T s u j i ,  Y . ,  J .  N a l く a j i m a ,  T .  o k a d a ,  T .  M a t s u z a w a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  T h r e e
D i m e n s i o n a l  s e i s m i c  v e l o c i t y  s t r u d u r e  o f  t h e  s u b d u c t e d  p a c i f i c  s l a b  B e n e a t h
N E J a p a n ,  A G U 2 0 0 6  F a Ⅱ  M e e t i n g , 斗 ミ 国 . → ナ ン フ ラ ン シ ス コ ,  M o s c o n e  c e n t e l
2 0 0 6 , 1 2
Y a g i n u m a ,  T . ,  T .  o k a d a ,  A .  H a s e g a w a ,  K .  K a t o ,  M .  T a k e m u r a ,  a n d  Y .  Y a 即 ,
C o m p a r i s o n  o f  s o u r c e  a r e a s  o f t h e  2 0 0 5  ( M 7 . 2 )  a n d  1 9 7 8  ( M 7 . 4 )  M i y a 即 ・ o k i
e a T t h q u a k e s ,  N E J a p a n ,  b y  s e i s m i c  w a v e f o r m  i n v e r s i o n s ,  A G U  2 0 0 6  F a Ⅱ  M e e t i n g ,
升 ミ 「 司 , サ ン フ ラ ン シ ス コ  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 6 , 1 2
A T i y o s h i  K . ,  T .  M a t s u z a w a ,  R .  H i n o ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  p o s s i b i l i t y  o f  n o n ・ s i m i l a r
e v e n t  o c c u r r e n c e  a t  a n  a s p e r 北 y  o n  a  s u b d u c t i o n  p l a t e  b o u n d a r y  l n f e n ' e d  f r o m
n u m e T i c a l  s i m u l a t i o n s  b a s e d  o n  a  r a t e ・  a n d  s t a t e ・ d e p e n d e n t  f r i c t i o n  l a w ,  A G U
2 0 0 6  F a 1 1 M e e t i n g , 米 国 , サ ン ワ ラ ン シ ス コ .  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 6 , 1 2
H o n d o ,  S . ,  T .  o k a d a ,  N .  u c h i d a ,  J .  N a k a j i m a ,  A .  H a s e g a w a ,  a n d  Y  l t o ,  D e t a i l e d
S れ ' u c t u r e  o f  f a u l t  p l a n e s  a n d  s t r e s S  丘 e l d  o f  t h e  2 0 0 4  m i d ・ N Ⅱ g a t a  E a r t h q u a k e
( c e n t r a l J a p a n ) 丘 o m  D D  h y p o c e n t e r  r e l o c a t i o n  a n d  f o c a l  m e c h a n i s m s ,  A G U  2 0 0 6
F a 1 1 M e e t i n g , 米 1 司 , サ ン フ ラ ン シ ス コ ,  M o s c o n e  c e n t e r , 2 0 0 6 , 1 2
U c h i d a ,  N . ,  W .  L .  E Ⅱ S w o r t h ,  T 、  M a t s u z a w a ,  K . 1 m a n i s h i ,  T .  o k a d a ,  a n d  A .
H a s e g a w a ,  s e i s m i c  a c t i v i t i e s  a r o u n d  a n  M 4 . 8  ' c h a r a c t e r i s t i c  e m ' t h q u a l く e '
S e q u e n c e  0 丘 K a m a i s h i ,  N E J a p a n ,  A G U  2 0 0 6  F a 1 1 M e e t i n g , 米 国 . サ ン フ ラ ン シ
ス コ  M o s c o n e  c e n t e 二  2 0 0 6 , 1 2
I i n u m a ,  T ,  S .  M i u r a ,  S .  Y u i ,  N '  u c h i d a ,  T  s a t o ,  K .  T a c h 山 a n a , 2 n d  A .  H a s e g a w a ,
S p a t i o ・ t e m p o r a l  e v o l u t i o n  o f  p o s t ・ s e i s m l c  s ] ゆ  a s s o c l a t e d  w l t h  t h e  2 0 0 5  M l y a g l ・
O l d  e a r t h q u a k e  ( M 7 . 2 )  a s  i n f e n ' e d  f r o m  G p s  d a t a ,  A G U  2 0 0 6  F a 1 1 M e e t i n g , 米 国
サ ン フ ラ ン シ ス コ ,  M o s c o n e  c e n t e 二  2 0 0 6 , 1 2
K i t a ,  S . ,  T  0 1 く a d a ,  J .  N a 1 仏 j i m a ,  a n d  A .  H a s e g a w a ,  s e i s m i c  b e ] t  i n  t h e  u p p e r  p l a n e
O f  t h e  d o u b l e  s e l s m l c  z o n e  e x t e n d l n g  m  t h e  a 】 o n g ・ a r c  d l r e c t i o n  a t  d e p t h s  o f
7 0 - 1 0 0 1 く m  b e n e a t h  N E  J a p a n ,  a n d  i t s  t e ] a t i o n  w i t h  t h e  d e h y d r a t i o n  e m b r i t t l e m e n t
h y p o t h e s i s ,  A G U  2 0 0 6  F a Ⅱ  M e e t i n g , 米  1 司 , サ ン フ ラ ン シ ス コ ,  M o s c o n e








521. omuralieva, A, J. Nakajima, and A. Hasegawa, Three・dimensional structure of
the crust m the cenn、a] Tlen shan and implications for 伽e geodynamic process of
Continental m(川ntain b山lding, AGU 2006 Fa11 Meeting,米国.サンフランシス
コ, Moscone center,2006,12
523. Hori, S., J. Na1阻jima, and A. Hasegawa, shear・wave splitting in southwestern
Japan and itsimplicationsfor ma址le aow, AGU 2006 FaⅡ Meeting,米国,サンフ
ランシスコ. Moscone center,2006,12
524. Gamage, S. S. N., N. umino, A. Hasegawa, and s. H. KⅡ'by 0丘Shore doub]e・


























桑 野 亜 佐 子 ・ 1 _ 推 野 亮 太 ・ 篠 原 雅 尚 ・ 1 1 1 田 矢 Ⅲ 明 ・ 望 河 公 廣 ・ 中 東 和 夫 ・ 酒 井
慎 一 、 金 沢 敏 彦 ・ 山 オ 司 易 二 朗 ・ 長 谷 川 昭 他 , 1 9 6 8 年 十 勝 刈 吐 也 1 女 ア ス ペ り テ ィ
付 近 の 速 度 構 造 不 均 質 と プ レ ー 付 尭 界 而 形 状 、 日 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 2 0 0 7 年
大 会 , 千 葉 , 幕 張 メ ッ セ 、  2 0 俳 年 5 月
辻 優 介 ・ 中 島 淳 一 ' 北 佐 枝 子 ・ 岡 田 知 己 1 太 畢 暢 ・ 長 谷 川 昭 ・ 趙 大 甥 ,
D o u b l e ・ D i 丘 e T e n c e  T o m o g r a p h y  に よ る 太 平 洋 ス ラ フ ν ヨ の 三 次 元 不 均 質 構 造 の
何 汁 斤 , 日 オ U 也 球 惑 早 . 利 , 学 迎 介 2 0 0 7 年 大 会 、 千 菜 , 幕 張 メ ッ 七 . 2 0 俳 年 5 月
到 、 瀬 冬 樹 ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 j 1 1  昭 ,  D o u b l e ・ D 近 e r e n c e  T o m 0 即 乙 P h y  法 に よ る 関
東 ~ 九 州 下 の 3 次 元 地 震 波 速 度 構 造 お よ び フ ィ リ ピ ン 河 ス ラ ブ の 形 状 の 推
定 . 日 本 地 ナ 求 惑 星 科 学 迎 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 断 躬 長 メ ッ セ , 2 0 0 7 年 5  珂
飯 沼 卓 史 ・ 長 谷 川 昭 ・ 三 浦 哲 ・ 立 花 憲 司 イ 左 藤 イ 麦 也 , 2 0 0 5 年 宮 城 県 沖 地
震 の 最 大 余 震 ( 2 0 0 5 年 1 2 打  2  目 ・  M 6 , 6 ) に よ り 励 起 さ れ た 可 能 性 の あ る プ
レ ー ト 問 ゆ っ く り 滑 り , 日 本 地 球 惑 星 利 ・ 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 幕 張 メ ッ




郭 6 . 夏 少 紅 ・ 趙 大 鵬 ・ 丘 学 林 ・ 中 島 淳 一 ・ 杉 X 畢 暢 ・ 長 谷 川 昭 ,  M a p p i n g t h e
C r u s t  s t r u c t u r e  u n d e r  a c t i v e  v o l c a n o e s  i n  c e n t r a l  T o h o k u ,  J a p a n  u s i n g  p  a n d  p m p
d a t a , 羽 本 地 球 惑 星 科 学 迎 合 2 0 0 7 年 大 会 , 丁 ξ 藥 , 幕 張 メ ツ セ , 2 0 0 7 年 5 月
5 3 7 、 趙 大 朋 ! } 一 海 物 イ 剌 二 ・ 長 谷 川 詔 ,  s p d 即 t h p h a s e  を 用 い た 日 本 列 島 周 辺 海 域
の 三 次 元 構 造 決 ン ' 、 日 本 地 球 惑 昂 . 科 学 述 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 学 阿 長 メ ッ セ .
2 0 俳 年 5  打
5 3 8 . 有 吉 慶 介  1 公 澤 暢 ・ 日 野 亮 太 ・ 長 谷 川 昭 , 十 勝 沖 地 震 後 に 発 件 . し た 低 周
波 イ ベ ン ト の 発 生 要 因 の 鰯 汀 明 , 日 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 菜 , 幕
張 メ ッ セ , 2 0 0 7 年 5  ナ 1
5 3 9
趙 大 鵬 ・ 長 谷 川 昭 ・ 火 谷 栄 治 , 地 球 内 部 の  m u l t i ・ s c a l e  イ メ ー ジ と ダ イ ナ
ク ス 日 本 地 球 惑 星 科 学 連 介 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 酬 翻 長 メ ッ セ , 2 0 0 7 午  5  "
「 、 、
柳 沼 直 ・ 岡 田 知 己 ・ 加 藤 研 一 ・ 武 村 牙 隹 之 ・ 八 木 勇 治 ・ 内 田 迫 希 ・ 長 谷 川 昭 、
2 0 0 5 年 宮 城 県 沖 地 震 ( M 7 . 2 ) と 1 9 7 8 年 宮 城 岬 § 巾 地 震 ( M 7 . 4 ) の ア ス ペ り テ ィ
の 比 較 研 究 ( 3 ) ,  H 本 地 球 惑 星 利 ・ 学 迎 合 2 0 0 7 年 大 会 、 千 葉 , 幕 張 メ ッ セ ,
2 0 0 7 年 5  打
H 野 亮
才 斤
新 居 恭 平 ・ 岡 田 知 己 ・ 植 木 貞 人 ・ 中 島 淳 一 ・ 松 澤 暢 ・ 三 浦
ι 二 」
太 ・ 趙 大 脛 十 長 谷 川 昭 , 岩 手 山 周 辺 で 発 生 す る 深 部 低 周 波 地 震 の 震 源 分
布 と 地 震 波 速 度 備 造 ,  L 1 本 地 球 惑 星 科 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , ¥ 刷 長 メ ツ セ ,
2 0 0 7 年 5 月
5 4 0
5 4 1
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内 幽 直 希 ・ 杠 粍 畢 暢 ・ 平 原 聡 ・ 五 十 嵐 俊 博 ・ 長 谷 川 昭 , 小 辨 血 返 し 地 震
に よ る 酔 剥 ヒ U 本 プ レ ー ト 境 界 の 準 前 珀 り す べ り の マ ッ ピ ン グ と モ ニ タ リ ン グ ,
日 本 地 球 惑 星 利 ・ 学 連 合 2 0 0 7 年 大 会 , 千 葉 , 幕 張 メ ッ セ , 2 0 0 7 年 5 月
S . K 北 且 ,  T . o k a d a ,  J . N a k a j i m a ,  T . M a t s U 乞 a w a ,  a n d  A . H a s e g a w a ,  c h a r a c t e r i s t i c s  o {
S p a t i a l  d i s t r i b u t i o n  o f  t h e  i n t r a s l a b  e a r t h q u a k e s  b e n e a t h  N E  ] a p a n  、 s e i s m i c  b e l t
i n  血 e  u p p e T  p l a n e  o f t h e  d o u b l e  s e i s m l C  2 0 n e  e x t e n d i n g  i n  t h e  a l o n g ・ m ' c  d Ⅱ ' e c t i o n
a t  d e p t h s  o f  7 0 - 1 0 o k m  、 , 2 t h  s u b d u c t i o n  D y n a m i c s  c o n f e r e n c e , モ ン ペ り 工
L e  c o r u m  l n t a ' n a t i o n 2 1  C o n f e r e n c e  c e n t r e ,  J u n e , 2 0 0 7
宮 尾 佳 世 ・ 三 浦 哲 ・ 太 田 雄 策 ・ 長 谷 川 畷 十 小 尾 茂 ・  L a u r a w a Ⅱ a c e ,  G P S
デ ー タ に よ る 西 南 Π 本 の プ レ ー ト 1 削 カ ッ プ リ ン グ と ブ ロ ッ ク 回 転 運 動 の 同 時
打 島 E , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 耿 季 大 会 . 仙 台 , 仙 台 国 際 セ ン タ ー . 2 0 0 7 年 1 0 j l
O m Ⅷ a l i e v a ,  A . ・ 中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 中 央 火 1 」 _ Ⅱ 1 1 脈 に お け る 地 殻 内 の 地 震
波 速 度 雛 心 告 , 日 本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 , 仙 台 国 際 セ ン タ ー . 2 0 0 7
年 1 0 月
新 居 恭 平 ・ 岡 田 知 己 ・ 植 木 貞 人 ・ 中 島 淳 一 ・ 趙 大 卿 十 長 谷 川 昭 . 東 北 地
方 に お け る 深 部 低 周 波 地 旋 の 枯 密 震 源 再 決 定 と 3 次 元 速 度 構 造 の 推 定 , 「 _ 1 本
地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 , 仙 台 ル 1 際 セ ン タ ー . 2 0 0 7 年 1 0 月
内 田 直 希 ・ イ 扇 摂 俊 也 ・ 立 花 冠 t 司 ・ 長 谷 川 昭 ,  G P S  デ ー
才 斤
飯 沼 卓 史 ・ 三 浦 r J
タ か ら 推 定 さ れ た 束 北 地 方 の プ レ ー ト 冏 カ ッ プ リ ン グ の 時 空 間 変 化
2 0 0 2 今 . か ら 2 0 0 6 年 ま で ー . 日 本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 、 仙 台 国 際
セ ン タ ー , 2 0 0 7 年 1 0 j l
堀 口 佐 香 ・ 佐 野 有 司 ・ 植 木 貞 人 ・ 長 谷 川 昭 f 高 畑 直 人 ・ 岡 田 知 己 ・ 巾 , 島 淳 ・ ' ,
2 0 0 7 年 新 潟 県 中 越 沖 地 震 の 旋 澗 泌 捌 剖 辺 に お け る へ り ウ ム 同 位 体 比 , 口 本 地 震
学 会 2 0 0 7 年 チ 火 季 大 会 , 仙 台 . 仙 台 国 1 祭 セ ン タ ー , 2 0 0 7 午 1 0 ナ 1
中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 鯏 , マ ン ト ル 上 牙 . 流 の 微 細 構 造 と 島 弧 マ グ マ 活 動 , 日 木
地 旋 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 、 仙 台 , 仙 台 1 到 際 セ ン タ ー , 2 0 0 7 年 1 0 打
岡 田 タ 、 U 己 ・ 新 居 恭 平 ・ 堀 修 一 郎 ・ 河 劉 イ 麦 夫 ・ . ・ 1 、 山 貴 史 ・ 平 原 聡 ・ 中 島
淳 一 ・ 長 谷 川 昭 ・  H a i j i a n g  z h a n g  ・  c l i 丘 o r d  T h Ⅲ b e 二 宮 城 岬 司 ヒ 都 歪 集 ヰ ' 帯 の 成
因 と 地 震 活 動 ( 1 ) 2 0 備 年 宮 城 県 北 部 地 旋 震 源 域 お よ び 周 辺 域 の 深 部 構 造 , Π
本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 , 仙 台 国 際 セ ン タ ー , 2 0 0 7 年 1 0 月
荒 尾 正 克 ・ 松 澤 暢 ' 内 田 直 希 ・ 村 六 慶 介 ・ 長 谷 川 昭 , プ レ ー 村 尭 界 に お
け る 非 相 似 地 震 と 柘 似 地 震 の 関 係 ,  n 本 地 震 学 会 2 0 0 7 年 秋 季 大 会 , 仙 台 , 仙
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長 谷 川 昭 , 地 震 波 で み た 火 山 の 深 ' 酎 苛 造 . 科 ・ 学 , 6 1 , 5 6 6 - 5 6 9 , 1 9 飢
長 谷 川 昭 ・ 地 大 鯛 . 東 北 日 木 の 3  次 允 P 波 速 度 構 造 と 震 源 分 布 , 火 1 」 _ 1 ,
3 6 , 3 3 3 - 3 3 4 , 1 9 9 1
長 谷 川 昭 , 1 9 9 3 日 光 周 辺 域 合 同 地 震 得 舗 川 , 河 刊 地 球 , 1 6 , 2 0 0 - 2 0 7 , 1 9 9 4
三 油 暫 ・ 長 谷 川 昭 ・ マ 才 ヒ 当 司 ・ 佐 1 耕 変 也 ・ 橋 木 恵 一 ・ 三 品 正 明 ・ 平 沢 朋 郎 ,
深 1 叟 5 0 o m  に お け る 歪 ・ 傾 制 観 洲 ー プ レ ー ト ダ イ ナ ミ ク ス 観 測 シ ス テ ム ー ,
月 刊 地 球 , 1 6 , 3 2 0 3 2 3 , 1 9 9 4
油 避 新 恵 仁 ・ 長 谷 川 昭 , 近 地 S P 波 に よ る 1 9 9 3 年 北 海 道 南 西 沖 地 震 の 余 震 分 布
月 刊 海 洋 ,  5 ナ 外  N O . フ , 4 9 - 5 4 , 1 9 9 4
伊 東 明 彦 ・ 針 生 義 勝 ・ 鈴 木 将 之 ・ 松 本 聯 卜 長 谷 川 畔 十 笠 原 稔 , 1 9 9 3 年
日 光 合 同 地 震 観 測 期 問 及 び そ の 前 後 に お け る 日 光 ・ 足 尾 地 域 の 地 震 活 動 , ナ 1
干 I H 那 求 , 1 7 , 7 6 - 8 0 , 1 9 9 5
松 木 恥 卜 沖 ' 村 紀 子 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , Π 光 周 辺 域 に お け る 地 震 波 速
度 ト モ グ ラ フ ィ ,  j 1 刊 地 球 , 1 7 , 8 1 - 8 5 , 1 9 9 5
松 本 聡 ・ 長 谷 川 昭 , Π 光 周 辺 域 に お け る 地 殻 内 地 震 波 反 射 面 ,  j j 刊 地 球 ,
1 7 , 8 5 - 8 9 , 1 9 9 5
長 谷 川 昭 、 沈 み 込 み 帯 の 地 震 , 電 力 士 木 ,  N O . 2 5 8 , 3 - 1 0 , 1 9 9 5
長 谷 川 昭 ・ 松 本 聡 、 日 光 火 山 群 の 深 音 畊 佐 造 , 1 斗 学 , 6 5 , 6 5 0 - 6 5 8 , 1 9 9 5
長 谷 川 昭 ・ 杉 X 豐 暢 . 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 震 の 地 震 学 的 特 徴 、 ナ . と 基 礎 ,
4 3 ,  N O . 1 1 , 3 - フ , 1 9 9 5
長 谷 川 昭 ・ 堀 内 茂 木 ・ 松 本 聡 , 東 北 H 本 の 浅 発 微 小 地 震 活 動 と 地 殻 構 造
活 断 層 , 活 断 層 研 究 . 1 5 , 1 2 3 - 1 2 4 , 1 9 9 6
S a t o ,  H . ,  K .  M u r o ,  A .  H a s e g a w a  a n d  K .  H a s h i z u m e ,  M a g m a  d i s t r i b u t i o n  i n  i s l a n d
a r c  m a n t l e  i n  t h r e e  d i m e n s i o n s ,  p r o c e e d .  J a P 2 n  A c a d e m y , 7 2 , 1 2 9 - 1 3 2 , 1 9 9 6 .
長 谷 川 昭 , 地 震 調 査 研 究 推 進 木 部 に よ る 地 震 調 査 観 測 の 推 進 状 況 , 学 術 月
ネ 1 1 , 5 0 , 1 0 8 - 1 1 3 , 1 9 9 7
佐 膿 柚 ■ 十 室 健 一 ・ 長 谷 川 昭 ・ 松 本 聡 , 地 震 波 速 度 構 造 に よ り と ら え














































3 2 , 長 谷 川 昭 ・ 海 野 徳 仁 ・ 堀 修 一 郎 . 長 町 一 利 駒 唯 斤 層 周 辺 の 地 云 宅 活 動 と 地 殻 不
均 質 構 造 , 月 刊 地 球 , 2 3 , 3 1 3 - 3 2 0 , 2 0 ω
3 3 . 吉 本 和 生 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , 長 町 ・ 利 府 断 層 周 辺 域 に お け る 中 帯 域 速
続 地 震 観 測 , 1 } 干 I H 也 球 , 2 3 , 3 5 5 3 5 9 , 2 0 0 1
3 4 . 長 谷 川 昭 , 地 旋 波 で 東 北 U 本 の 下 を 見 る , 科 学 , 7 2 , 1 9 4 - 2 船 , 2 0 0 2
3 5 . 長 谷 川 昭 , 的 中 し た 地 震 発 生 予 測 ー プ レ ー ト 境 界 の 活 耐 N ) 様 子 が 見 え て き
た , 科 学 , 7 2 , 5 8 1 - 5 8 3 , 2 0 0 2
3 6 ' 長 谷 川 昭 , 岩 手 県 釜 石 沖 の 固 有 地 震 的 地 震 活 動 , 地 震 ジ ャ ー ナ ル , 3 3 ,
2 7 3 1 , 2 0 0 2
3 7 . 長 谷 川 昭 , 近 い 将 引 卜 必 ず 起 き る 宮 あ 戈 県 沖 地 震 、 ア エ ラ ム ッ ク 「 地 震 が わ か
る 』 . 2 2 - 2 5 , 2 0 0 2
3 8 . . ・ や 島 淳 一 , 長 谷 川 昭 , 東 北 日 木 弧 の 3 次 元 地 震 波 速 度 楢 造 , 打 刊 地 球 ( 総
特 集 )  2 4 , 5 2 4 - 5 2 6 , 2 0 0 2
3 9 . 長 谷 川 昭 , 統 ネ 兒 東 北 地 方 の 地 震 , 基 礎 下 ( 特 集 東 北 地 力 の 地 盤 1 予 性 と 工
事 倒 D  , 3 1 ,  N O . 3 , 1 2 - 1 6 , 2 0 脇
如 . 長 谷 川 昭 , 地 震 予 知 研 究 の 新 た な 展 開 , 学 術 月 報 ( 特 集 : 防 災 の 科 学 ) 、  5 6 ,
N O . フ , 6 7 2 - 6 7 フ , 2 0 0 3
4 1 . 長 谷 川 昭 . 緊 急 、 机 告 : 宮 城 県 北 部 地 震 一 想 定 急 吐 成 県 沖 地 震 と の 関 わ り ー ,
科 学 、  7 3 ,  N O . 9 , 9 2 3 - 9 2 5 , 2 0 0 3
4 2 . 長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 弧 の 地 震 活 動 様 式 , 月 刊 地 球 絲 割 寺 集 一 H 本 列 鳥 の 地
震 地 体 構 造 ) , 2 5 , 3 1 5 - 3 2 2 , 2 0 0 3
4 3 . 伊 藤 喜 宏  1 司 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 , 経 験 的 グ リ ー ン テ ン ソ ル 法 を 用 い た 得 カ ト
地 震 の メ カ ニ ズ ム 解 推 定 法 の 開 発 , 月 刊 地 球 , 2 5 ,  N O . 8 , 6 3 7 - 6 4 1 , 2 0 0 3
4 4 . 浅 野 陽 一 ・ 長 谷 川 昭 , 散 乱 係 会 剣 完 バ ー ジ ョ ン に よ る 2 0 0 0 年 鳥 取 県 内 1 雛 師 琵
の 震 源 断 屡 イ メ ー ジ ン グ の 試 み . 月 刊 地 球 . 2 5 ,  N O . 8 , 6 4 2 - 6 4 6 , 2 0 船 .
妬 , 中 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 地 震 波 速 度 ・ 減 衰 枇 造 か ら 扣 " E し た 旦 U ヒ 1 ヨ 本 弧 下 マ ン
ト ル ウ ェ ッ ジ に お け る 温 度 及 び 流 体 分 布 , 月 刊 地 球 , 2 5 ,  N O . フ , 5 3 5 - 5 4 0 ,













































5 9 . 浅 野 陽 一 ・ 小 原 一 成 ・ 小 島 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 , 宮 城 県 北 部 お よ び そ の 周 辺 域
の 地 殻 不 均 r H 蒜 造 と 地 震 活 動 , 河 十 I H 部 求 、  2 7 , N O . 2 , 1 4 4 - 1 四 , 2 0 備
6 0 ' 海 野 従 U 二 ・ 中 島 淳 一 ・ 岡 田 知 己 ・ 長 谷 川 昭 ・ 堀 内 茂 木 ・ 六 本 和 生 ・ 井 川 猛 、
長 町 一 利 府 断 屡 お よ び そ の 周 辺 域 の 地 震 学 的 構 造 に つ い て 、 月 刊 地 球 , 号 外 、
N O . 5 0 , 5 8 - 6 4 , 2 0 0 5
a . 中 島 浮 一 ・ 長 谷 川 昭 ・ 堀 内 茂 木 ・ 吉 本 和 比 . 吉 田 武 義 ・ 海 野 , 徳 仁 , 長 町 一
利 府 1 祈 屏 周 辺 の 3  次 元 地 震 波 速 度 構 造 , 打 刊 地 球 , 号 外 ,  N O . 5 0 , 6 5 - 7 0 , 2 0 0 5
6 2 . 三 浦 哲 ・ 佐 藤 俊 也 ・ 諏 訪 謡 子 ' ・ 長 谷 川 畔 十 立 花 戀 司 ,  G P S 連 続 観 測 仟 矧 に
よ り 得 ら れ た 東 北 巨 木 弧 の 歪 分 布 一 火 山 フ ロ ン  N こ 沿 う 歪 集 中 帯 一 月 刊 地
球 , ・ 弓 外 、  N O . 5 0 , 8 3 - 8 8 , 2 0 0 5
6 3 , 古 本 和 生 ・ 藤 澤 宏 篤 ・ 岡 田 知 己 ・ 海 野 徳 H 三 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 原 一 成 ・ 汐 見
勝 彦 ・ 塚 原 弛 旧 召 ・ 岡 木 茂 ・ 川 小 卓 ・ 佐 藤 比 呂 志 ・ 佐 藤 赤 夫 ・ 西 原 太 志
大 竹 政 和 , レ シ ー バ 関 数 か ら 1 1 影 E さ れ る 中 部 地 域 の 地 殻 ・ 最 上 部 マ ン ト ル 構
造 , 月 刊 地 球 , 号 外 ,  N O . 5 0 , 1 3 9 - 1 " , 2 0 備
6 4 . 長 谷 川 昭 , パ ー ク ワ イ ー ル ド 地 震 か ら 学 ぶ も の , 地 震 ジ ャ ー ナ ル , 3 9 , 1 - 1 1 ,
2 0 0 5
6 5
岡 田 知 己 ・ 海 雛 H 恵 仁 ・ 杠 § 翌 暢 ・ 中 島 淳 一 ・ 内 倒 直 希 ・ 中 山 貴 史 ・ 平 原 聡
イ j W 召 直 ・ 長 谷 j 1 Π 唱 ・  z h a n g  H a i j i 肌 g  ・  T h u r b e r  C 1 近 o r d  H . ,  D D  ト モ グ ラ フ ィ
に よ っ て 推 定 さ れ た 2 0 0 4 年 新 潟 県 中 越 地 震 の 断 層 の 微 細 構 造 , 月 刊 地 球 , 号
タ { 、 ,  N O . 5 3 , 2 - 1 0 , 2 0 0 5
長 谷 川 昭 , 兵 庫 県 南 部 地 震 以 降 の 地 震 ・ 地 殻 変 耐 血 見 冽 , 月 刊 地 球 , 2 8 , N O . 3 ,
1 6 3 - 1 7 0 , 2 0 0 6
長 谷 川 昭 , 想 定 宮 城 県 沖 地 震 の 震 源 城 で 何 が 起 き て い る か ? , 自 然 災 害 科
分 ¥ 、
2 5 ,  N O . 1 , 4 - 8 , 2 0 0 6
ー 」 ' ,
内 田 直 希 ・ 松 澤 暢 ・ 平 原 恥 卜 長 谷 川 昭 ・ 笠 原 稔 , 小 繰 り 返 し 地 震 に よ
る 千 島 ・ 日 本 海 溝 沿 い プ レ ー ト 境 界 の 準 静 的 す べ り モ ニ タ リ ン グ , 月 刊 地
王 求 , 2 8 ,  N O . フ , 4 6 3 - 4 6 9 , 2 0 0 6
北 佐 枝 子  1 司 田 知 己 ・ 中 島 淳 一 ・ 杉 X 畢 暢 ・ 菅 ノ 又 淳 一 ・ 長 谷 川 昭 ・ s t e p h e n
H . K i 血 y D D 法 に よ り 推 定 さ れ た 北 海 道 下 ス ラ プ 内 地 震 に み ら れ る 特 異 的 活






1. Research Group for Afte玲hocIくS, General description of 血e special observatlon






























高 木 章 雄 ・ 平 洋 朋 郎 ・ 長 谷 川 昭 ■ 四 J 成 恕 、 泰 ' 1 1 1 木 明 ・ 三 品 正 明 ・ 堀 内
茂 木 ・ 治 鼎 新 恵 仁 ・ 増 出 荷 如 柴 田 迫 子  1 喬 本 恵 ・ ・ ・ 佐 藤 俊 也 ・ 堀 修 一 郎
村 上 栄 野 ・ 河 野 イ 愛 大 ・ 小 向 洋 一 郎 ・ 後 際 和 彦 、  1 9 7 7 年 右 珠 火 ル 1 畷 火 に 伴 う 地
震 活 動 , 1 9 7 7 年 イ i 珠 火 山 畉 火 に よ る 災 害 諦 1 査 , 1 0 - 1 4 , 1 9 7 8
1 ' 再 木 章 雄 ・ 長 谷 川 昭 ・ 海 野 徳 仁 、  1 9 7 8 年 宮 城 県 ・ ^ 中 地 震 直 前 の 地 旋 活 動 の 変
化 , 第 1 7 回 内 然 災 害 利 ・ 学 祀 念 1 倫 文 条 、  5 1 1 - 5 N , 1 9 8 0
木 谷 義 信 ・ 長 谷 川 岬 十  1 1 1 木 明 , 北 海 道 大 学 ・ 東 北 大 学 微 小 地 震 観 洲 網 デ ー
タ の 併 合 処 理 一 1 9 8 2 午 浦 河 沖 地 震 と そ の 余 震 , 1 9 8 2 年 浦 河 沖 地 震 調 査 縦 告
2 1 - 2 7 , 1 9 8 2
長 谷 川 昭 ・  1 . S . s a c k s , 地 震 波 停 什 斤 に 基 ず く 小 都 ア ン デ ス 直 下 の マ ン ト ル 刷
造 , 中 部 ア ン デ ス 火 1 1 卜 帯 の 地 球 化 学 的 調 査 研 究 , 3 7 - 5 2 , 1 9 8 2
田 中 和 夫 ・ 佐 説 口 宛 夫 ・ 長 谷 川 昭 一 海 野 徳 仁 , 下 北 半 島 ・ 1 染 奥 治 地 域 の 得 カ ト
地 震 活 動 , 引 、 前 大 学 邑 ! 1 * 服 告 , 3 0 , 5 6 - 6 4 , 1 9 脇
高 木 章 雄 ・ 長 谷 川  1 拐 , 西 城 忠 、 泰 ・ 山 本 明 ・ 三 品 正 明 一 海 野 1 劇 _ ・ 植 木
貞 人 ・ イ 防 本 忠 一 ・ 佐 藤 俊 也 ・ ガ 乱 修 一 郎 ・ 1 、 ン . 花 憲 而 ] ・ 村 ト . 栄 痔 ・ 河 野 俊 夫
仁 H 1 交 市 ・ 清 水 洋 ・ 松 澤 叫 1  小 原 一 成 ・ 野 坂 正 史 ・ 佐 j 係 裕 ・ 田 中
和 夫 ・ 佐 藤 沈 夫 ・ 小 菅 祀 裕 一 浜 1 1 博 之 ソ N 1 1 順 二 , 木 震 前 後 の 地 尖 活 動 ,
1 9 8 3 年 日 本 海 小 部 地 震 に よ る 災 害 の 総 介 的 研 耐 ' 研 究 . 2 0 - 2 4 , 1 9 8 4
長 谷 川 昭 ・ 小 原 ・ ' 成 ・ 高 木 章 雄 , 活 動 的 な 火 1 _ 1 」 の ド に 広 が る  P 波 及 び S  波
低 述 度 域 , 火 山 休 の 物 N 的 場 の 比 較 研 究 に よ る 畷 火 災 筈 子 i 則 , 1 0 2 - 1 1 0 ,







2 1 . 長 谷 川 昭 , 1 9 器 年 口 本 海 小 部 地 裟 の 前 兆 n サ 活 動 , 前 兆 固 常 検 出 の 影 ぶ 十 1 杓 于
法 , 紗 話 1 ' 会 如 里 研 究 所 , 8 2 - 8 7 , 1 9 8 7
2 2 . 長 谷 川 昭 , 1 9 8 3 年 Π 本 海 小 部 地 旋 , 地 震 予 灸 洲 冴 究 シ ン ポ ジ ウ ム ( 1 9 8 7 ) ,
7 9 - 8 5 , 1 9 8 7
2 3 . 長 谷 川 昭 , 観 測 セ ン タ ー 、 長 野 県 西 部 合 1 司 地 震 観 測 一 技 術 編 , 2 4 8 - 2 7 9 , 1 9 8 8
2 4 . 1 9 8 6 年 長 野 県 西 部 合 同 地 裟 観 測 班 , 1 9 8 6 年 長 野 県 西 部 合 同 地 震 観 測 の デ ー タ











27. Hasegawa, A., N. umlno and A. Takagl, A real・time processing system of Tohoku
University seismic net、vork and recent microearthquake activity The 7th u. S
























長 谷 川 昭 , 微 小 地 震 , 地 震 予 知 観 洲 の 成 果 ( 1 ) 北 海 道 ・ 東 北 地 址 , 地 震 予
知 連 絲 会 地 」 或 部 会 縦 告 、  4 , 2 7 - 4 2 , 1 9 9 4
長 谷 川 昭 . プ レ ー ト の 構 造 と 地 裟 活 動 , 地 震 予 知 観 測 の 成 果 ( 1 ) 北 海 道
東 北 地 域 , 地 震 予 知 迎 絡 会 地 域 部 会 縦 告 , 4 , 1 5 7 - 1 6 8 , 1 9 9 4
長 谷 川 昭 , 三 陸 沖 の 地 震 , 地 震 予 知 観 洌 の 成 果 ( 1 ) 北 海 道 ・ 東 北 地 城 , 地
震 予 知 連 絡 会 地 域 部 会 報 告 、  4 , 1 6 9 - 1 8 4 , 1 9 9 4
長 谷 川 昭 , 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 震 と そ の 被 害 に 関 す る 詞 枩 研 究 の 概 要 ,
文 部 害 科 学 研 究 に 総 合 A 机 告 冉 旺 9 9 4 年 互 陸 は る か 沖 地 旋 と そ の 被 害 に 関
す る 調 1 〒 l i 牙 究 」 , 1 - 9 , 1 9 9 5
杉 X 翠 暢 ・ 河 ■ イ 恵 十 1 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 菅 正 裕 ・ 田 小 和 夫 ・ 竺 原 稔 , 役 カ ト 地
震 観 測 網 に よ る 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 旋 の 余 旋 活 動 , 文 部 告 科 学 研 究 費 総 合
A 級 告 書 「 1 9 9 4 年 三 陣 は る か 沖 地 震 と そ の 被 筈 に 関 す る 調 杏 研 究 」 , 1 1 - 2 2 ,






海 野 徳 仁 , 長 谷 川 昭 ・ 松 澤 暢 , 近 地 S P 波 か ら 求 め た 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖
地 震 の 余 震 の 深 さ 分 布 と 太 平 洋 プ レ ー ト の 形 状 , 文 部 省 科 学 ● 升 究 費 絵 合 A
邦 告 書 「 1 9 9 4 イ 1 ミ ー 1 陸 は る か 沖 地 震 と そ の 被 筈 に 渕 す る 調 査 研 究 」 , 2 3 - 3 8 ,
1 9 9 5
4 1
日 野 亮 太 ・ 伊 膿 忍 、 ・ 長 谷 川 昭 ・ 塩 原 暁 ・ 島 村 英 紀 ・ 金 沢 敏 彦 ・ 笠 原
順 三 ・ 佐 藤 利 典 ・ 是 澤 定 之 ・ 望 月 公 廣 ・ 1 辯 工 脚 上 末 広 潔 ・ 気 象 庁 余 震 観
測 班 , 海 底 地 震 観 測 に よ る 1 9 9 4 年 三 陸 は る か i 中 地 震 の 余 裟 分 布 , 文 部 省 科 学
研 究 費 総 合 A 報 告 当 江 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 旋 と そ の 被 害 に 関 す る 訓 査 研
究 」 , 6 3 - 7 2 , 1 9 9 5
綱 田 知 己 ・ 松 澤 暢 コ 証 野 徳 仁 ・ 長 谷 川 昭 , 近 地 広 粥 域 地 震 記 録 を 用 い て
推 定 さ れ た 1 9 9 4 年 三 陸 は る か 沖 地 震 と そ の 余 震 の モ ー メ ン ト テ ン ソ ル 解 , 文
部 省 科 学 研 究 贅 総 合 A 縦 告 書 「 1 9 9 4 午 三 陸 は る か 沖 地 震 と そ の 被 筈 に 関 す
る 調 査 研 究 」 , 8 9 - 9 6 , 1 9 鮖
佐 膝 博 樹 ・ 長 谷 川 昭 , 東 北 日 本 弧 の 部 分 溶 融 域 と 地 震 沽 動 、 文 部 省 科 学 研
究 贅 重 点 領 域 研 究 「 マ グ マ の 発 生 と 挙 動 一 地 球 進 化 に お け る 役 霄 畷 平 成 7 年
度 研 究 成 果 報 告 書 , 7 6 - 7 8 , 1 9 9 6
大 久 保 正 ・ 海 野 徳 仁 ・ 長 谷 川 昭 , 観 測 デ ー タ の 併 合 処 理 に よ る 窟 劃 京 再 決 定
一 東 北 大 学 微 小 地 震 観 測 網 お よ び 防 災 科 学 技 術 研 究 所 関 東 ・ 東 海 地 殻 活 動 観







Chen, T., J. Fan, W. Han, IN: LU, K. Feng, J. zeng, S. HOTiuchi and A. Hasegawa,
InstaⅡation of Realtime Event Detection and Locatlon system m chengdu and
Xichang Telemetering seismic Networks,文部告甲1・今女li汀究艘国際学御而汗究「プ
レート収束、1椒、こおける内陸地旋の発生機構の研究」平成5-7年度研究成栄
報告書,1-10,1996
Fan, J.,'f. chen, W. Han, J. zeng, A. Hasegawa and s. Horiuchi, A Real・time
Processing system of seismic wave using personal computers,文部省科学而π
究費国際学術研究「プレート」灰束帯における内陸地震の発化機構の研究」
平成 5 -7年度研究成果蛾告沓,11-24,1996.
Chen, T., J. Fan, J. zeng, W Han, S. zheng, A. Hasegawa and s. Horiuchi, sn・
Wave polarizationsin sichuan Area,文部省科学才i非究質国際学術緋究「プレー
ト収束帯における内陸地震の発生機構の研究」平成5-7年度研究成果机告
丁1ト 33-42,19961二],
Zeng,]., T chen, W Han, J. Fan, S. zheng, S. Matsumoto, S. Horiuchi and A
Hasegawa, Attenuation of coda waves and Qc value Beneath the chengdu
SeismicNetwork,文部省科学研究費国陦y1林而升究「プレート収東帶における
内陸地震の発生機構の研究」平成5-7年度研究成果机告舎,60-72,1996
Zhao, Z., J. Fan, J. zeng, A. Hasegawa and s. Horiuchi, crusta] structure and






















長 谷 川 昭 ・ 松 木 聡 ,  H 光 白 根 火 山 の 深 音 財 蒜 造 , 文 部 省 科 学 研 究 変 重 点 領
域 研 究 「 マ グ マ の 発 生 と 挙 動 一 地 球 進 化 に お け る 役 割 , 4 , 1 8 - 2 4 , 1 9 9 7
海 野 徳 H 三 ・ 堀 内 茂 木 ・ 1 1 _ 1 本 明 ・ 松 洋 暢 ・ 日 野 , 亮 太 ・ 副 中 墹 ン 岡 田
知 己 ・ 橋 本 忠 一 ・ 堀 修 一 郎 一 河 野 イ 麦 夫 ・ イ ニ 田 交 、 市 ・ 小 野 寺 充 ・ 中 村 ' 綾 子
浅 野 陽 一 ・ 仏 新 ケ 覇 美 ・ 古 本 和 生 ・ 中 原 恒 ・ ¥ ・ 川 俊 彦 ・ 長 谷 川 昭 ・ 小 菅
正 裕 ・ 渡 辺 和 俊 ・ 局 野 , 活 子 ・ 佐 藤 仙 一 ・ 根 本 偏  1 公 岡 英 俊 ・ 長 谷 見 晶 子
佐 々 木 克 憲 ・ 宮 森 ま ゆ み ・ 田 巾 健 也 ・ 三 浦 英 俊 ・ 伊 東 明 彦 ・ 伊 藤 喜 宏 ' ・ 飯 島
健 徳 卜 渡 辺 浩 之 ・ 小 原 一 成 ・ 木 村 尚 紀 ・ 野 口 仰 ・ ・ 行 井 真 ・ 笠 原 敬 司 、
1 9 9 6 午 . 8  打 1 1 艇 秋 田 ・ 宮 城 県 イ J 近 の 」 山 霊 に つ い て , 東 北 地 城 災 害 科 学 研 究 蝦
』 と
3 3 , 1 7 - 2 5 , 1 9 9 7
[ コ ,
K a n a z a w a ,  T .  a n d  A .  H 2 S e g a w a ,  o c e a n ・ b 0 杜 o m  o b s e r v a t o r y  f o r  e a r t h q u a k e s  a n d
t s u n a m i  0 丘  S a n r i k u ,  n o r t h e a s t e r n  ] a p a n  u s i n g  s u b m a r i n e  c a b l e ,  p r o c e e d i n g s  o f
I n t e r n 丑 t i o n a l  w o r k s h o p  o n  s c i e n t i f i c  u s e  o f  s u b m a r i n e  c a b l e s , 2 0 8 - 2 0 9 , 1 9 9 7
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